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【【診診療療概概況況】】  令令和和 66 年年度度  
  
 血液内科は井田桃里が常勤医として担当し、外来診療においては週 2 回(木曜日・金曜日)新潟大学 

血液内科学教室から出張医のサポートをいただいています。 
 
 当科で診療している疾患について少しご紹介します。 
 急性白血病では、無菌室での強力な化学療法が必要です。若年者の場合は、寛解後に同種造血幹細

胞移植が適応となる場合もあり、移植適応症例は、長岡赤十字病院で加療お願いしています。新規治

療薬の登場もあり、十分な治療を行えば白血病といえども寛解となることも珍しくない疾患になって

きています。 
 慢性骨髄性白血病はかつて同種造血幹細胞移植以外には治す手立てのない疾患でしたが、今ではグ

リベックを始めとするチロシンキナーゼ阻害剤により、5 年生存率が 90％以上という驚異的な成績が

示されています。最近はチロシンキナーゼ阻害剤の長期使用による有害事象が問題となり、経過が良

好な場合は薬剤を中止する臨床試験が行われています。 
 慢性リンパ性白血病の患者さんも少数ながらおり、多くの症例は無治療経過観察の対象です。治療

適応となる場合も、治癒を望むことは難しいのですが新規治療薬などにより病勢をコントロールして

QOL を維持することは可能になっています。 
 悪性リンパ腫の症例はかなり多く、正確な組織診断に基づき、タイプに応じた適切な治療を行って

います。最も頻度の高いびまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫に対しては、約 20 年ぶりに新規治療薬ポ

ラツヅマブベドチンが登場しこれまでよりも治療成績が向上しています。また CAR-T 療法や二重特

異性抗体製剤の登場で、再発難治性においても治療選択肢が増えました。再発・難治の T 細胞性リン

パ腫に対する新規治療薬も次々と登場し、これまで治療が難しかった症例にも選択肢が増えています。 
 多発性骨髄腫も症例は多くいます。数年前から新規治療薬が次々と導入され、病勢のコントロール

に寄与していますが、治癒を望むことは今なお難しいのが現状です。治療の選択肢が増え生存期間も

延長し、腫瘍性疾患ではありますが慢性疾患としての色合いが濃くなっている分野の一つです。 
 造血器腫瘍以外では骨髄異形成症候群(MDS)の患者が多いのですが、残念ながらこれといった治療

法がなく、輸血で対応せざるを得ません。低リスク MDS の貧血治療に、ルスパセルテプトという新

規治療薬が登場し、輸血依存であった症例でも輸血が不要となるなど 恩恵を受けている患者さんも

います。しかしながら高リスク MDS に対しては 画期的な治療法はいまだなく、造血幹細胞移植の

適応とならない高齢者では、アザシチジンによる化学療法、輸血などの対症療法を行う場合が多いで

す。 
 厚生労働省が難病に指定している再生不良性貧血や特発性血小板減少性紫斑病（ITP）も、最近は

治療成績が向上しています。特に ITP は病態の解明が進み、ステロイドや摘脾の他に、トロンボポエ

チン受容体作動薬が用いられ、その有効性が確認されています。トロンボポエチン受容体作動薬はも

ともと血小板を増やす薬として開発されたのですが、再生不良性貧血にも有用であることが示され、

臨床応用されています。 
  
 

医　局
【内　科】
（血液内科）
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最近の化学療法の進歩は著しく、その恩恵を受けている方も大勢いらっしゃいます。十年前と比べ

ると、血液疾患も入院ではなく外来通院で治療を継続できることが大半となりました。柏崎地域は高

齢者が多く、若い人と同じような薬物療法ができない場合も多く、ガイドラインも踏まえた上で病気

のみでなく「一人の人間としての患者を診る」という姿勢を大事にしたいと思っています。 
 キャパシティの問題はありますが、基本的には全ての血液疾患の診療が当院で可能です。今後も柏

崎・刈羽地域の方々の血液疾患は全て引き受けるという気概を持って、診療にあたりたいと思います。 
 
 この 1 年間に当院で診断した新規血液疾患患者数は、下表の通りです。 
 

 2024 年 1 月～12 月 
急性骨髄性白血病(AML) 0 
急性リンパ性白血病(ALL) 0 
慢性骨髄性白血病(CML) 2 
慢性リンパ性白血病(CLL) 1 

成人 T 細胞白血病/リンパ腫(ATLL) 0 
骨髄異形成症候群(MDS) 14 

慢性骨髄増殖性疾患(CMPD)(CML 以外) 4 
悪性リンパ腫(ML) 19 
多発性骨髄腫(MM) 2 

再生不良性貧血・赤芽球癆 1 
特発性血小板減少性紫斑病(ITP) 1 

その他 8 
計 62 
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（内分泌・糖尿病内科）
 
（内分泌、糖尿病内科） 
 
本年度は大学から長谷川里紗先生（2021 年卒）佐藤駿匡先生（2018 年卒）に出張に来て

頂き 片桐 尚と３人で診療にあたりました。新患は火曜日は佐藤/片桐、木曜日は長谷川/
片桐が担当し、大学から週一回金曜日の午前中に石澤正博先生、月曜日に丹野貴文先生に来

て頂きました。 
総再来数は2020（丹野 196 石澤148 長谷川 344  佐藤 467 片桐 865 2025 3月末） 

と 昨年より 22 人の減少となりました。 
 柏崎市内に糖尿病専門の開業医の先生のいない中 当地域の糖尿病医療の中心としての 
役割を継続して担っています。 
 

外来診療は 2024 年 6 月に糖尿病センターが移動し 落ち着いた環境で診療が行えるよ

うになりました。半面 看護師さんが診察の場に加わることがなくなり 糖尿病看護外来

も別の部屋で行っているため 診察室では 医師とクラークのみで患者さんに向き合う形

となっています。コメジカルの個々の能力は素晴らしいいものがありますが患者さんを中

心にいかにその情報 能力を有機的に結合し 診療に役立ててゆくかが課題です。 
 
病棟においては、高血糖や合併症をもった糖尿病など緊急性の高い症例を西５F 病棟に 

とって頂き、予定教育入院は東５病棟で運動療法もやりながらという体制を組み、両病棟で

情報交換をしながら急性期を過ぎたケースを西５F から東５F に移しながら教育を継続し

ました。 
 
佐藤先生は 糖尿病教育プログラムを確立し 週１回の外来糖尿病糖尿病教室をコメジ

カルとともに精力的に開催し 患者さんにも好評でした。 
また病棟においてもパスを用いた教育入院を実行し 教育入院の質の向上をはかりまし

た。 
 さらに地域連携をめさし 糖尿病教室への参加 栄養指導への参加のルートを作り  
地域全体における糖尿病教育のレベル向上をめざした取り組みを行いました。 
 
 また 1 型糖尿病治療に対するミニメドを使った SAP 療法の導入、数多く来るようになっ

た学生や研修医の指導等にもあたって頂き当病院や地域の糖尿病医療のレベルアップに貢

献して頂きました。 
 
 長谷川先生は専門２年目として 一般内科も含めて 積極的に研修に取り組み 当院の

内科 糖尿病診療を支えて頂きました。この間 J-oseler の症例をまとめながら 難しい
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症例もまとめ 症例報告も行いました。この 1 年間の進歩には目を見張るものものがあり  
人間的にもすばらしく 今後 新潟県の糖尿病医療の中核を担う人材として期待されます。 
 

甲状腺、内分泌疾患においては 原発性アルドステロン症の診断を アルドステロンの

新しい測定系のもと、サンプリングを行い施行錯誤を続けながら取り組んでいる状態です。 
 
引き続き地道に糖尿病患者さんの健康維持、合併症予防に力を注ぎ 地域医療に貢献で

きればと考えています。 
 （長年にわたるこの地域での透析予防の取り組みにより 当地での透析導入数は 
 は低く抑えられています。） 

 
 
以下に臨床統計を示します。 
 

 

 

       

　　　　　　３３））　　臨臨床床統統計計

（糖尿病関連） 6月の統計
外来患者のＨｂＡ１ｃ   2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

５．８％以下 312 256 307 337 280 375
５．９－６．９ 540 525 498 534 552 505
７．０－７．９ 347 357 355 316 316 344
８．０－８．９ 216 189 190 197 204 175
９．０－９．９ 87 75 80 75 80 95

１０．０－１０．９ 33 34 22 32 34 33
１１．０－１１．９ 12 10 13 6 15 11

１２．０以上 7 8 6 6 12 5
合計（人） 1554 1454 1471 1503 1493 1543

ＨｂＡ１ｃの平均 7.04 7.06 6.97 6.94 7.06 6.93

（甲状腺関連）
  2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

甲状腺エコー 560 474 500 502 543 604
甲状腺細胞診 54 55 44 56 37 41

バセドウ病アイソトープ治療 3 1 5 5 2 0

（内分泌関連）
  2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

ACTH負荷副腎静脈samlping 1 1 2 2 0 2
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透透析析学学会会資資料料をを見見てて全全国国とと比比較較ししててもも新新潟潟県県そそししてて当当地地域域はは低低くく抑抑ええらられれてていいまますす  
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（腎臓内科） 
 

常勤医師は 2 人です。腎臓内科では、慢性腎臓病（CKD）の原因として関連ある生活習慣への助言

や指導、そのコントロールに積極的に関わっています。CKD の詳細な病態把握と治療決定のため、組

織検査（腎生検術）を行っていますが、令和 6 年度は腎生検の適応症例がなくできませんでした。 
CKD の初期の段階から積極的に治療介入するとともに、慢性腎臓病の全ステージの管理を行って

います。末期腎不全に対しては、血液透析（HD）や腹膜透析療法（PD）といった腎代替療法を行っ

ています。また、腎移植も積極的に呼びかけ移植施設に紹介しています。このように慢性腎臓病の初

期から末期腎不全の全段階において患者一人ひとりの全経過に関わり診療にあたっています。 
当院では、腎代替療法を受けている患者動向を平成 9 年から集計しています。導入患者の原因疾患

は全国と同様に糖尿病関連腎臓病（DKD）が最も多い状況です。全国的には DKD による透析導入数

は減少傾向ですが、当院では未だ多く課題となっています。 
2018 年度以降、透析ベッド数以上に血液透析患者数が増加し、目まぐるしいベッド操作を強いられ

ておりましたが、最近はやや減少傾向です。一方で、透析患者の高齢化に伴い、日常活動レベルの低

下や認知機能低下への対応などが大きくなり、院内外の多職種と連携し取り組んでいるところです。 

腎代替療法の中でも腹膜透析をより積極的に進めていくこともその対応の一つととらえ取り組んでい

ます。 
CKD、糖尿病性腎症の重症化予防は重要な課題の一つです。2011 年から市民講座『CKD 市民セミ

ナー』を立ち上げ、柏崎市、医師会、薬剤医師会、栄養士会等と協力し、CKD や糖尿病性腎症、動脈

硬化などについての知識を深め予防に取り組んでもらうための啓蒙活動を行っておりました。2020 年

からこの CKD 市民セミナーをいったん中止し、院内に通院している CKD 患者さんの一人ひとりを

対象に、その進行を抑えより質の高い取り組みを手助けする目的で当院透析室や外来看護師、薬剤師、

栄養士、理学療法士、メディカルサポートチームなどの多職種による教育に変更し取り組んでいます。

新型コロナウイルス感染症のため一時中断しておりましたが、2023 年から再開しました。 
CKD に早期から介入しその進行を阻止すべく、また腎代替療法に移行する際にもより質の高い治

療になるようスタッフ一同取り組んでおります。 
 

（腎臓内科）
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※全てCHDF併用
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（消化器内科・総合消化器内科内視鏡センター）消化器内科・総合消化器内科内視鏡センター 
 
スタッフ 
丸⼭ 正樹 
役職：副院⻑・総合消化器内科内視鏡センター⻑、新潟⼤学医学部医学科総合診療学講座特任准教
授、柏崎 DMAT 隊⻑ 
卒業年：平成 11 年 
資格：⽇本内科学会認定内科医・総合内科専⾨医・指導医、⽇本消化器病学会消化器病専⾨医・指
導医・甲信越⽀部評議員、⽇本肝臓学会肝臓専⾨医・指導医、⽇本消化器内視鏡学会消化器内視鏡
専⾨医、⽇本専⾨医機構総合診療専⾨研修特任指導医、⽇本医師会認定産業医、⽇本 DMAT 隊員、
臨床研修指導医養成講習修了、臨床研修プログラム責任者養成講習修了、医学博⼠ 
 
後藤 諒 
役職：消化器内科医⻑ 
卒業年：平成 24 年 
資格：⽇本内科学会認定内科医、⽇本消化器病学会消化器病専⾨医、⽇本肝臓学会肝臓専⾨医、⽇
本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専⾨医、医学博⼠ 
 
佐藤 毅昂 
役職：消化器内科医⻑ 
卒業年：平成 27 年 
資格：⽇本内科学会認定内科医、⽇本消化器病学会消化器病専⾨医、⽇本肝臓学会肝臓専⾨医、⽇
本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専⾨医、⽇本 DAMT 隊員、臨床研修指導医養成講習修了、臨床
研修プログラム責任者養成講習修了、医学博⼠ 
 
後藤 収 
役職：消化器内科医⻑ 
卒業年：平成 31 年 
 
堀 真瑛 
役職：消化器内科医師 
卒業年：令和 4 年 
 
診療体制 
当科は新潟⼤学消化器内科学教室の関連施設で、柏崎地域唯⼀の地域基幹病院消化器内科として消
化器疾患全般の診療を⾏い、5 名の消化器内科医師で 24 時間 365 ⽇、消化器 2 次救急（部分的に



― 44 ―

3 次救急も含む）に対応しています。以前は３−４名体制で診療を⾏っておりましたが、2017 年 4
⽉より 5 名へ増員となり、診療体制が充実しました。⼊院は年間約 800 名、うち迅速性を要求され
る緊急⼊院は 80%に上り、そのほとんどに緊急内視鏡などの治療⼿技が伴うため、消化器内科医師
の⾝体的⾁体的負担には⼤きいものがありますが解決の⽬途は⽴っていません。他院でも同様の状
況で、県内では消化器内科医の病院離職が相次いでいます。その様な中、より⼀層の内視鏡診療の
発展と、「医師の働き⽅改⾰」として県内最先端の取り組みを⾏って参る所存ですが、昨今の病院を
取り巻く医療事情の更なる悪化などにより、現体制維持も困難な情勢となりつつあります。永続性
を考慮すると、市内当科１か所での年中無休体制には⼈員的に無理があると考えられるため、今後
は他施設などとの連携が期待されます。 
 
診療⽅針 
消化管（⾷道、胃、⼩腸、⼤腸）、肝臓、胆道(胆嚢、胆管）、膵臓等、広範な診療範囲を担当してお
ります。診療⽅針は各疾患ガイドラインに沿った標準的な治療⽅針としております。当科ではほと
んどの消化器内科的疾患に対応しておりますが、ダブルバルーン⼩腸内視鏡とカプセル内視鏡を配
備していないため、⼩腸疾患の⼀部は、⻑岡の病院に検査を依頼しております。 
 
診療実績 
検査・⼿術のほとんどは、総合消化器内科内視鏡センターで⾏われております。 
 
“現在のホームページに出ている統計表をそのまま転記をお願いします“ 
 
施設認定 
⽇本内科学会教育関連施設 
⽇本消化器病学会認定施設 
⽇本肝臓学会関連施設 
⽇本消化器内視鏡学会指導連携施設 
 
トピックス 
・当科の堀真瑛医師が、2024 年 5 ⽉ 25 ⽇松本市で開催された第 74 回 ⽇本消化器病学会甲信越⽀
部例会で症例報告「肝切除後の病理診断で clear cell hepatocellular carcinoma (CC-HCC)の診断に
⾄った⼀例」を発表し専攻医奨励賞を受賞しました。2 年ぶり 2 回⽬の受賞です。 
 
・当科の丸⼭正樹医師が、2025 年 1 ⽉ 1 ⽇付けで、新潟⼤学医学部医学科総合診療学講座特任准
教授に兼任で就任しました。当院の実習⽣に指導を⾏う他、他院でも研修医や新⼤医学⽣の指導を
⾏います。 

3 次救急も含む）に対応しています。以前は３−４名体制で診療を⾏っておりましたが、2017 年 4
⽉より 5 名へ増員となり、診療体制が充実しました。⼊院は年間約 800 名、うち迅速性を要求され
る緊急⼊院は 80%に上り、そのほとんどに緊急内視鏡などの治療⼿技が伴うため、消化器内科医師
の⾝体的⾁体的負担には⼤きいものがありますが解決の⽬途は⽴っていません。他院でも同様の状
況で、県内では消化器内科医の病院離職が相次いでいます。その様な中、より⼀層の内視鏡診療の
発展と、「医師の働き⽅改⾰」として県内最先端の取り組みを⾏って参る所存ですが、昨今の病院を
取り巻く医療事情の更なる悪化などにより、現体制維持も困難な情勢となりつつあります。永続性
を考慮すると、市内当科１か所での年中無休体制には⼈員的に無理があると考えられるため、今後
は他施設などとの連携が期待されます。 
 
診療⽅針 
消化管（⾷道、胃、⼩腸、⼤腸）、肝臓、胆道(胆嚢、胆管）、膵臓等、広範な診療範囲を担当してお
ります。診療⽅針は各疾患ガイドラインに沿った標準的な治療⽅針としております。当科ではほと
んどの消化器内科的疾患に対応しておりますが、ダブルバルーン⼩腸内視鏡とカプセル内視鏡を配
備していないため、⼩腸疾患の⼀部は、⻑岡の病院に検査を依頼しております。 
 
診療実績 
検査・⼿術のほとんどは、総合消化器内科内視鏡センターで⾏われております。 
 
“現在のホームページに出ている統計表をそのまま転記をお願いします“ 
 
施設認定 
⽇本内科学会教育関連施設 
⽇本消化器病学会認定施設 
⽇本肝臓学会関連施設 
⽇本消化器内視鏡学会指導連携施設 
 
トピックス 
・当科の堀真瑛医師が、2024 年 5 ⽉ 25 ⽇松本市で開催された第 74 回 ⽇本消化器病学会甲信越⽀
部例会で症例報告「肝切除後の病理診断で clear cell hepatocellular carcinoma (CC-HCC)の診断に
⾄った⼀例」を発表し専攻医奨励賞を受賞しました。2 年ぶり 2 回⽬の受賞です。 
 
・当科の丸⼭正樹医師が、2025 年 1 ⽉ 1 ⽇付けで、新潟⼤学医学部医学科総合診療学講座特任准
教授に兼任で就任しました。当院の実習⽣に指導を⾏う他、他院でも研修医や新⼤医学⽣の指導を
⾏います。 



― 45 ―

上部消化管（⾷道・胃・⼗⼆指腸）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

上部消化管内視鏡検査（EGD） 2412 2306 2469 2421
内視鏡的粘膜切除術（EMR） 6 1 3 0
内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD） 57 44 56 54
内視鏡的静脈瘤結紮術（EVL） 5 7 12 9
内視鏡的静脈瘤硬化療法（EIS） 0 5 0 0
経⿐イレウス管留置術 13 23 18 23
消化管ステント留置術 11 7 15 9
内視鏡的⽌⾎術 33 55 45 34
胃瘻造設術（PEG） 11 10 12 5
カプセル内視鏡検査 2 2 1 4
⼩腸内視鏡検査（上部） 0 1 2 1

下部消化管（⼤腸）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

全⼤腸内視鏡検査（TCS） 458 426 447 390
内視鏡的粘膜切除術（EMR） 291 323 326 356
内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD） 9 10 6 5
内視鏡的⽌⾎術 16 24 36 23
経肛⾨イレウス管留置術 4 1 0 3
⼤腸ステント留置術 18 21 21 24
⼩腸内視鏡検査（下部） 0 1 1 1

肝臓・胆道・膵臓
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

腹部エコー検査 274 280 237 238
エコーガイド下経⽪肝⽣検 13 7 4 4
ラジオ波（RFA） 0 2 0 3
経⽪経肝的胆管ドレナージ術（PTCD） 6 8 8 6
経⽪経肝的胆嚢ドレナージ術（PTGBD） 39 58 54 44
経⽪的胆管ステント留置術 0 0 0 0
経⽪的膿瘍ドレナージ術（PTAD） 7 7 7 1
胆道鏡検査 0 0 0 0
肝動注化学塞栓療法（TACE） 0 5 1 1
リザーバー挿⼊ 3 0 0 0
膵動注療法 0 0 0 0

ERCP関連
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

内視鏡的逆⾏性胆管膵管造影（ERCP） 9 9 10 11
内視鏡的胆管ドレナージ術（ERBD・ENBD） 82 55 58 54
内視鏡的結⽯除去術（EPBD・EST） 33 45 72 48
内視鏡的ステント留置術(膵管・胆道） 31 24 26 25
内視鏡的乳頭切除術 0 0 0 0

その他
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

超⾳波内視鏡下胆嚢ドレナージ（EUSGBD） 0 0 0 0
超⾳波内視鏡下胆管ドレナージ（EUSBD） 1 0 0 0
膵壊死に対する内視鏡的ネクロセクトミー 0 0 0 0
EUS-FNA 17 25 18 9
EUS下膵嚢胞ドレナージ 0 0 1 0
EUS下腹腔神経嚢ブロック 0 0 1 0
EUS下膵管ドレナージ 0 0 0 0
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（循環器内科）

（呼吸器内科）

循環器内科は新潟大学医学部循環器内科学教室の関連施設として、井田 徹、岩崎 康展、

昆 和希の３名で日々の診療にあたっています。当科では虚血性心疾患に対するカテーテ

ルインターベンション、徐脈性不整脈に対する恒久的ペースメーカー植え込み術などの侵

襲的手術を常時行っております。 柏崎・刈羽地域医療圏の循環器系疾患に対応すべく、医

師およびコメディカル（看護師、放射線技師、生理検査技師、臨床工学師等）の体制を整え

ております。急性冠症候群など迅速な初期治療が予後に影響をおよぼす領域なので、これか

らも各方面と協力しながら診療していきたいと思います。また近年増加しております心不

全患者の予後・QOL 改善を目的とした心臓リハビリテーションも取り組んでいます。 

 
 2023 年(1 月～12 月) 2024 年(1 月～12 月) 
心臓カテーテル検査 161 件 157 件 
うち緊急 PCI 29 件 48 件 
  待機的 PCI 28 件 28 件 
心臓ペースメーカー手術   
  新規 22 件 24 件 
  交換 13 件 7 件 

 
 
 
 

常勤 3 名の体制です。 
 外来は毎週⽉、⾦曜⽇に新患外来、その他⽉、⽔、⽊曜⽇に再診外来を⾏っています。主
な患者さんは肺気腫、気管⽀喘息、間質性肺炎、肺炎などを扱っています。肺癌の外来化学
療法も⾏っていますが当院は呼吸器外科がないため肺癌、気胸に関しましては⻑岡地区の
病院と連携して診療にあたっています。ほかに柏崎市胸部健診の⼆次検診外来も⾏ってい
ます。禁煙外来は⾏っておりません。⼊院は３０〜４５名/⽇です。毎週⽕、⽊曜⽇に気管
⽀鏡検査を⾏っています。 
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【外　科】

外科ホームページ  (2025年1月 改定) 
 

１） スタッフ 
 植木 匡 
 役職：副院長 
 卒業年：昭和63年 
 資格： 
 医学博士 
日本外科学会専門医・指導医 
日本消化器外科学会専門医・指導医 
日本乳癌学会専門医 
日本癌治療認定医 
消化器がん治療認定医 
検診マンモグラフィー読影認定医 
緩和ケア研修会、修了 
ジオン注・四段階注射法講習会、受講済み 
内視鏡下結紮・縫合手技講習会、受講済み 
JOHBOC E-Learningセミナー、受講済み 
デジタルマンモグラフィーソフトコピー診断講習会、受講済み 

 新潟大学医学部医学科臨床教授 
 杏林大学医学部臨床教育教員 
 
石塚 大 
役職：外科部長 

 卒業年：平成2年 
 資格： 
日本外科学会専門医 
日本消化器外科学会専門医・指導医 
日本癌治療認定医 
消化器がん治療認定医 
検診マンモグラフィー読影認定医、 
栄養サポートチーム専門栄養療法士 
緩和ケア研修会、修了 
新潟大学医学部医学科臨床准教授 
 
多  々 孝 
役職：外科部長 

 卒業年：平成5年 
 資格： 
医学博士 
日本外科学会専門医 
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検診マンモグラフィー読影認定医 
栄養サポートチーム専門栄養療法士 
緩和ケア研修会、修了 

 新潟大学医学部医学科臨床准教授 
 
橋本喜文 
役職：外科医員 

 卒業年：平成21年 
 資格： 
医学博士 
日本外科学会専門医 
日本消化器外科学会専門医 
緩和ケア研修会、受講済 

 
＜非常勤医師＞   
加納陽介 
卒業年：平成19年 
役職：新潟大学医学部第一外科 助教 
日本外科学会専門医 
日本消化器外科学会専門医・指導医 
日本内視鏡外科学会技術認定医（胃） 
消化器がん外科治療認定医 
日本胃癌学会代議員 

 

２） 施設認定 

・日本外科学会認定施設 
・日本消化器外科学会認定施設 
・日本乳癌学会認定施設 
・日本がん治療認定医機構認定研修施設 
・新潟大学外科専門研修プログラム連携施設 
・新潟県立中央病院外科専門研修プログラム連携施設 

 

３） 診療内容 
 当院の外科は一般外科です。腹部と乳腺の手術やがん薬物治療を行っています。がん治療では消化器外科と

乳癌専門医の元で標準治療を計画し提供します。特殊外来も開設し、専門性の高い診療を提供します。登録や

連携事業にも積極的に参加し、医学の発展や学生教育にも協力しています。 
 

(1) 一般手術 
① 予定手術：良性、悪性疾患に対応しています。 
② 緊急手術：外科手術の行える柏﨑で唯一の施設です。 
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(2) がん治療 
① 放射線治療：がんの再発予防や緩和治療には必須で、柏崎で唯一の施設です。 
② 化学療法室：外来での治療は、抗がん剤治療室にて行います。 

(3) チーム医療（多職種でサポートする医療） 
① 緩和ケアサポートチーム 
② 栄養サポートチーム 
③ 化学療法委員会：抗癌剤治療をサポートします。 

(4) 特殊外来（予約制） 
① 乳腺精密検査外来：専門医が常勤し、検診で要精検や症状のある方が対象です。 
② リンパ浮腫外来：がん看護専門看護師（横関泰江）が対応します。 
③ ストーマ外来：皮膚・排泄ケア認定看護師（中村文江）が対応します。 

(5) 連携・協力業務 
登録や指導において同意書が必要なことがあります。ご協力をお願いします。 

① 登録事業：National Clinical Database(NCD)や新潟県がん登録事業など。 
② 新潟大学医学部臨床実習協力機関：医学生の臨床実習への協力。 
③ 独立行政法人国立病院機構新潟病院付属看護学校実習協力機関：看護学生の臨床実習への協力。 
④ 臨床試験：日本の医学発展への協力。 
⑤ 学術学会や研究会での発表と討論：医療技術の発展と向上。 

 

４） 主な疾患の治療数（最近の 10 年） 

  当院の 5 大疾患、大腸、胃、乳腺、胆のう、ヘルニア 

(1) 腹腔鏡手術数 

 
 

(2) 大腸腫瘍（悪性+良性）切除治療数 (手術+ESD、EMR を除く） 

（外科＋内科）* 

 
*腹腔鏡手術と開腹手術は外科、ESD（内視鏡的粘膜下層剝離術）を内科が行っています。 
 

(3) 胃がん・胃GIST 切除治療数 (外科＋内科)* 
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(2) 大腸腫瘍（悪性+良性）切除治療数 (手術+ESD、EMR を除く） 

（外科＋内科）* 

 
*腹腔鏡手術と開腹手術は外科、ESD（内視鏡的粘膜下層剝離術）を内科が行っています。 
 

(3) 胃がん・胃GIST 切除治療数 (外科＋内科)* 

 
* LAG（腹腔鏡手術）と開腹手術は外科、EMRとESD（内視鏡的切除）を内科が施行。 
LECS（腹腔鏡・内視鏡合同手術）は外科と内科が共同で行います。 
 

(4) 乳がん新規患者数 
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* LAG（腹腔鏡手術）と開腹手術は外科、EMRとESD（内視鏡的切除）を内科が施行。 
LECS（腹腔鏡・内視鏡合同手術）は外科と内科が共同で行います。 
 

(4) 乳がん新規患者数 

 
 
 

(5) 胆嚢摘出手術数（良性疾患） 

 
 

(6) そけい部（鼠径+大腿）ヘルニア手術数（いわゆる脱腸） 
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(5) 胆嚢摘出手術数（良性疾患） 

 
 

(6) そけい部（鼠径+大腿）ヘルニア手術数（いわゆる脱腸） 
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5）学術活動：最近の３年間 *詳細は病院誌に掲載 
A)  2022年：発表5件 

1）第30回日本乳癌学会 
「超音波併用乳癌検診の導入期とその後の比較検討」 
2）第85回日本臨床外科学会 
「内視鏡的整復後に待機的腹腔鏡下手術をおこなった上行結腸癌腸重積症の一例」 
3）柏崎市薬剤師会 
「柏崎の乳がん検診とLumial typeの遺伝子検査・治療」 
4）柏崎市刈羽郡医師会消化器病懇話会 
5）社内勉強会 

 
B）2023年：発表7件 

1）第31回日本乳癌学会 
「乳がん検診精度の新潟県における当市の位置づけ」 
2）第85回日本臨床外科学会 
「穿孔発見のS状結腸癌術後に脾膿瘍を認めた一例」 
3）新潟県厚生連放射線技師会 
「乳がんと放射線」 
4）院内集団会 
「当院の外科クラークの業務について」 
5）柏崎市刈羽郡医師会消化器病懇話会 
6）社内勉強会（2題） 
 

C）2024年：計8件、論文１件，発表7件 
1）日本乳癌検診学会雑誌2024, 33(1) APR: 79-84 
   「新潟県の乳がん検診精度結果における柏崎市の検診精度」 
2）第32回日本乳癌学会 
「Ⅳ期乳がん薬物療法中にペグフィルグラスチム誘発性大血管炎を発症した１例」 
3）第22回日本ヘルニア学会学術総会（2題） 
「盲腸周囲ヘルニアの6例の検討」 
「男性に発症した閉鎖孔ヘルニアの１例」 
4）第73回日本農村医学会新潟地方会 
「外科臨床支援士の業務」 
5）柏崎市刈羽郡医師会消化器病懇話会 
6）社内勉強会（2題） 
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2024

2024年（令和6年）⼿術総数（433件）

A 良悪性分類 例数
＜悪性＞ 134

＜悪性疾患に対するポート,LN⽣検＞ 64
＜良性＞ 235

B その他の分類
a) 緊急⼿術数 77
外来⼿術数 2

b) 同時性合併切除数 総計 4
*⼿術総数に含まず

以下詳細
＜原疾患＋悪性疾患＞ ⼩計 1

結腸癌 1 ⼤腸部分切除術 1

＜原疾患＋良性疾患＞ ⼩計 3
胆⽯症 3 開腹胆嚢切除術 3

C 臓器別⼿術数
例数 例数

11..甲状腺、副甲状腺（00例）

22..乳腺（42例）
＜悪性＞ 乳癌 37 TM 1

Bp 2
Bt 2
Bp+Ax 3
Bt+Ax 5
Bp+SN 10
Bt+SN 14

乳癌部分切除後 1 Ax 1

＜良性＞ 慢性乳腺炎 1 Bp 1
嚢胞内腫瘍 1 Bp 1
葉状腫瘍 1 Bp 1
⼥性化乳房 1 Bt 1

ページ 1
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2024

（*両側同時性乳癌） 1 Rt:Bt+SN, Lt:Bt

33..⾷道（00例）

44..胃（2244例）
＜悪性＞ 胃癌 23 近位委切除術 1

遠位胃切除術 8
胃全摘術 3
LADG 9
LAPG 1
⾮切除+胃⼩腸吻合 1

＜良性＞ 胃潰瘍穿孔 1 ⼤網充填術 1

（合併切除：良性1）
胃癌＋胆⽯症 1 開腹胃全摘術 1

55..⼗⼆指腸（11例）
＜良性＞ ⼗⼆指腸潰瘍穿孔 1 穿孔部閉鎖と⼤網充填術 1

66..⼩腸（1122例）
＜悪性＞ ⼩腸癌 1 ⼩腸部分切除術 1

腹膜播種による腸閉塞症 1 試験開腹術 1

＜良性＞ 癒着性腸閉塞症 4 癒着剥離術 4
絞扼性腸閉塞症 4 癒着剥離術 3

⼩腸部分切除術 1
⼩腸穿孔 1 ⼩腸部分切除術 1
メッケル憩室炎 1 ⼩腸部分切除術 1

77..結腸（6688例）
＜悪性＞ 結腸癌 48 開腹結腸右半/回盲部切除術 8

開腹結腸部分切除術 13
鏡視下結腸右半/回盲部切除術 14
鏡視下結腸部分切除術 7
ハルトマン⼿術  2
⾮切除+⼈⼯肛⾨造設術 3
⾮切除+ 1

胃癌腹膜転移による⼤腸狭窄 1 横⾏結腸⼈⼯肛⾨造設術 1

ページ 2
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2024

＜良性＞ ⾍垂良性腫瘍 1 腹腔鏡下回盲部切除術 1
吻合部縫合不全 1 ⼈⼯肛⾨造設術 1
⼤腸憩室出⾎ 1 回盲部切除術 1
盲腸捻転 3 回盲部切除術 3
結腸膀胱瘻 2 結腸部分切除術 2
⼤腸壊死 1 ⼤腸部分切除術 1
良性疾患による⼤腸穿孔 5 結腸部分切除術 3

ハルトマン⼿術 2
S状結腸絞扼性腸閉塞症 1 癒着剥離術 1
S状結腸軸捻転 1 ハルトマン⼿術 1
⼈⼯肛⾨状態 3 ⼈⼯肛⾨閉鎖術 3

（合併切除：良性2, 悪性1）
結腸癌＋胆⽯症 2 開腹胆嚢摘出術 2
S結腸癌＋A結腸癌 1 ハルトマン⼿術+回盲部切除術 1

88..直腸（1188例）
＜悪性＞ 直腸癌 12 開腹前⽅切除術 4

マイルズ⼿術 1
鏡視下前⽅切除術 4
鏡視下低位前⽅切除術 2
⾮切除＋⼈⼯肛⾨造設術 1

癌浸潤による直腸狭窄 1 試験開腹術 1

＜良性＞ 縫合不全 2 ⼈⼯肛⾨造設術 2
直腸穿孔 1 ハルトマン⼿術 1
⼈⼯肛⾨状態 2 ⼈⼯肛⾨閉鎖術 2

99..肛⾨（99例）
＜良性＞ 肛⾨ポリープ 2 ポリープ切除術 2

肛⾨周囲膿瘍 1 切開排膿術 1
直腸脱 6 Gant-Miwa and Thiersh 3

縫縮紐除去 1
腹腔鏡下直腸固定術 1
開腹直腸固定術 1

1100..⾍垂（3399例）
＜良性＞ 偽粘液腫 2 開腹⾍垂切除術 1

腹腔鏡下⾍垂切除術 1
⾍垂炎 36 回盲部切除術 1

開腹⾍垂切除術 28
腹腔鏡下⾍垂切除術 7

ページ 3
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2024

術後膿瘍 1 洗浄ドレナージ術 1

1111..肝臓（44例）
＜悪性＞ 肝癌 1 肝部分切除 1

転移性肝癌 3 肝部分切除 3

1122..胆嚢（5500例）
＜悪性＞ 胆嚢癌 2 胆嚢摘出術+リンパ節切除術 2

＜良性＞ 胆⽯症 40 腹腔鏡下胆嚢摘出術 35
腹腔鏡下胆嚢摘出術（開腹移⾏） 1
開腹胆嚢摘出術 4

胆嚢炎 2 腹腔鏡下胆嚢摘出術 1
腹腔鏡下胆嚢摘出術（開腹移⾏） 1

胆嚢腺筋症 2 腹腔鏡下胆嚢摘出術 2
胆嚢ポリープ 3 腹腔鏡下胆嚢摘出術 2

開腹胆嚢摘出術 1
胆嚢⼗⼆指腸瘻 1 開腹胆嚢摘出術+⼤網充填術 1

1133..胆管（22例）
＜良性＞ 胆管炎 1 試験開腹術 1

1144..膵臓（11例）
膵癌 1 ⾮切除+胃⼩腸吻合術 1

1155..脾臓（00例）

1166..ヘルニア（9911例）
＜良性＞ 鼡径ヘルニア 74 メッシュプラグ法 27

TAPP 42
TAPP 前⽅法移⾏ 2
Furguson法 1
Ileo-pubic tract法 1
McVay法 1

⼤腿ヘルニア 8 McVay 1
メッシュプラグ法 3
TAPP 4

閉鎖孔ヘルニア 3 メッシュ修復術 2
⼩腸部分切除+⼦宮広間膜修復術 1

⼤網裂肛ヘルニア 2 修復術 1

ページ 4

2024

修復術+⼩腸部分切除術 1
腹壁瘢痕ヘルニア 3 Rives-Stoppa法 2

単純閉鎖術 1
横隔膜ヘルニア 1 修復術 メッシュ法+胃固定術 1

1177..その他（7722例）
＜悪性＞ 癌化学療法など 49 CV port留置/抜去術 49

リンパ腫疑い 12 摘出/切除⽣検 12
後腹膜腫瘍 3 開腹⽣検 3

＜良性＞ 慢性腎不全 5 CAPDチューブ留置/抜去術 5
嚥下障害 1 胃瘻造設術 1
粉瘤 1 切除術 1
術後創離開 1 修復術 1

ページ 5
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2024

修復術+⼩腸部分切除術 1
腹壁瘢痕ヘルニア 3 Rives-Stoppa法 2

単純閉鎖術 1
横隔膜ヘルニア 1 修復術 メッシュ法+胃固定術 1

1177..その他（7722例）
＜悪性＞ 癌化学療法など 49 CV port留置/抜去術 49

リンパ腫疑い 12 摘出/切除⽣検 12
後腹膜腫瘍 3 開腹⽣検 3

＜良性＞ 慢性腎不全 5 CAPDチューブ留置/抜去術 5
嚥下障害 1 胃瘻造設術 1
粉瘤 1 切除術 1
術後創離開 1 修復術 1

ページ 5
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【小児科】小児科 
 
令和 6 年度は村井英四郎、師田和宗の常勤医 2 名体制で診療を行いました。 
 
一般小児科については、外来・入院ともに、気管支喘息、肺炎、胃腸炎といった一般的な疾患から

川崎病、熱性けいれん、アレルギー疾患、尿路感染症など多岐にわたって、当院で対応可能な症例の

診療をしています。その他、予防接種や乳幼児健診などの保健活動も積極的に行っています。 
 
当院では年間 200 件台後半ほどの分娩があり（令和 2 年度より柏崎刈羽地区の分娩可能施設が当院

のみとなりました）、正常新生児の診察のほか、早産・低出生体重児や新生児一過性多呼吸、新生児黄

疸などの新生児の入院管理も行っています。集中治療管理が必要な重症の新生児は NICU のある長岡

赤十字病院、新潟市民病院、新潟大学医歯学総合病院などに搬送しています。 
 
専門診療については、村井英四郎がアレルギー専門医であること、プリックテスト・食物経口負荷

試験などのアレルギー診療・検査を十分行っていることで、アレルギー学会からの認可があり、令和

6 年度より「アレルギー専門医準教育研修施設(小児科)」に認定されました。 
  
 
  

  

※※エエククセセルルのの「「令令和和66年年度度  小小児児科科入入院院診診療療実実績績」」をを掲掲載載ししてて下下ささいい。。  

令和6年度　小児科入院診療実績

分野 人数（人）

呼吸器疾患・感染症（気管支喘息、肺炎など） 201
消化器疾患（胃腸炎など） 8
神経疾患（熱性けいれん、てんかんなど） 8
アレルギー疾患(アナフィラキシーなど)、皮膚疾患 8
食物経口負荷試験 37
免疫疾患・膠原病（川崎病、IgA血管炎など） 12
腎疾患（尿路感染症など） 2
新生児疾患（新生児一過性多呼吸、新生児黄疸、低出生体重児など） 82
COVID-19、COVID-19感染母体より出生した児 9
その他 8
合計

375
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【産婦人科】【産婦人科】 
 
 令和３年 4 月より、4 人体制で診療に当たっています。（令和 7 年 4 月からは 5 人になります）

令和２年４月に、柏崎市での分娩取り扱い施設が当院のみとなり分娩件数が増加しましたが、少子化

が進み、再び減少傾向です。婦人科では、腹腔鏡手術がかなり多くなりました。柏崎市と新潟大学と

の連携により、さらなる医療提供の充実を図ってまいります。 
分娩件数は令和６年２５６件でした。市内で妊婦健診をされる開業医の先生と連携して、診療にあ

たっています。帰省される妊婦さんも多く、紹介受診された際は、どうしても問診や説明に時間かか

りますが、情報共有のためご理解ください。帝王切開数は５５件（帝切率 21.5％）でした。高齢など

ハイリスク妊婦さんが増えている印象です。妊婦さんの不安をできるだけ解消すべく、スタッフとサ

ポートしてまいりますので、不安やご要望がありましたらご相談ください。母親学級や分娩室での夫

の立会いも可能です。 
婦人科手術件数は 1８２件でした。前年の 155 件より増加しています。おなかを切らずに子宮や卵

巣を取る腹腔鏡手術を、新潟大学医師の派遣をいただきできるようになり、昨年の 18 件から45 件に

大きく増加しました。  
柏崎地域は高齢の方が多く、悪性腫瘍や骨盤臓器脱の方も多くみられます。悪性腫瘍の症例では専

門施設に紹介するだけでなく、初期癌を当院で手術をおこなったり、他院での悪性腫瘍手術後の化学

療法を当院が担当したり、また緩和ケアを行う方も多くなりました。ただ、受診した時には、進行が

んで診断される方も少なくありません。定期的な婦人科検診が望まれます。 
不妊症については、検査や排卵誘発、人工授精までを行っています。検査の段階から、保険診療と

なり、自治体の補助金も出ています。体外受精を他施設で行う方に対しても、必要な連日の注射を当

院で請け負うなど協力体制をとっています。 
 周産期医療を要する症例では、小児科常勤医、長岡地区の病院などと連携して対応しています。母

体救命の研修会にスタッフと参加したり、院内勉強会を開いたりして日々研鑽を積んでいます。   
地域に対しては高校生への性教育講演会に協力しています。若年妊娠など、社会的問題を抱える妊

婦さんも増えており、定期的に行政との連絡会議を行っています。  
 
１． 体制：産婦人科常勤医３名、および相田院長  週末に大学からの産直サポートあり   

相田 浩（病院長）（平成２年卒業）：平成31 年4月1 日より 勤務 
日本産科婦人科学会専門医、母体保護指定医 

加藤政美（昭和４９年卒業）：平成28年4 月1 日より 勤務 
日本産科婦人科学会専門医、母体保護指定医 

小林弘子（昭和６３年卒業）：平成24年4 月1 日より 勤務 
日本産科婦人科学会専門医、母体保護指定医 

    清水圭太（平成３０年卒業）：令和５年4月1 日より 勤務） 
                 日本産科婦人科学会専門医 
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２． 診療内容 
１） 外来担当表：令和６年4月1 日時点 

 月 火 水 木 金 

婦人科 9:00～ 小林 加藤 小林 清水 相田 

妊婦健診 9:30～ 加藤 清水 相田・清水 加藤 小林 

午後(予約のみ)      

妊婦健診 13:30～ 

注２） 

 

産後2週 

小林 （手術） 清水 (手術) 

産後2週 

特殊外来 注1） 14:00～ 注１ 注1  注1  

注１）特殊外来  コルポスコピー、卵管造影検査など 
思春期外来 １５:３０～（初診時は午前外来受診か電話予約要） 

注２）令和 4年4 月より、助産師による産後 2 週間健診が始まりました（予約制） 
   

３． 業績：令和６年４月１日～令和７年３月３１日  業績集をご覧ください 
 

４． 臨床統計：令和２年１月１日～令和６年１２月３１日 
 

 RR22    RR33    RR44    RR55    RR66    

分分娩娩総総数数  
338822    338800    337700    229933    225566    

帝王切開分娩 8844    6666    7744    7700    5555    

（うち緊急）   4411    2233    3366    4400    2233  

頸管縫縮術 33    ００    44    22    33    

異所性妊娠手術 ４４    ２２    １１    00    22    

流産手術 2277    3399    2266    2233    3322    

（うち中絶手術）   1100    1111    1111    1111    ８８  

他の産科手術 ２２    44    11    44    １１    

中期流産   1100    1111    ５５    66    44  

婦婦人人科科手手術術  
                    

子宮全摘術 2299    3333    3333    2288    3366    

（うちCIS・頸癌）   ２２    ２２    88    ００    １１  

（うち子宮体癌）   ２２    ４４    ３３    ２２    １１  

筋腫核出術 １１    ３３    33    11    １１    

卵巣癌手術 00    00    ２２    11    １１    

良性卵巣腫瘍 1144    1111    1133    1122    1199    

他の開腹手術 00    ００    00    11    ００    

子宮脱子宮全摘術 22    ４４    １１    ２２    ２２    
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他の脱手術 33    ３３    ００    33    ００    

円錐切除術 1122    ８８    ４４    33    1155    

他の膣・外陰手術 １１    1133    88    99    1166    

子宮鏡手術 ４４    ００    １１    33    11    

腹腹腔腔鏡鏡手手術術（（重重複複））  ４４    ６６    ７７    1188    4455    

手手術術総総数数  118866    118844    116699    115555    118822    

 



― 63 ―

【整形外科】

【脳神経外科】脳神経外科 
 
1 人体制で診療を行っています。主に脳血管障害、頭部外傷、脳腫瘍、てんかん等の治療

を行っています。長岡赤十字病院、新潟大学歯学部総合病院等と連携し、脳神経外科の標

準的治療が行えるように努力をしています。 
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【泌尿器科】泌 尿 器 科  

 

2024年度（令和6年度）の新潟大学泌尿器科医局からの出張医は有波健太郎先生で、羽入（副院長・

泌尿器科部長）との２人体制での診療でした。 

【外来】 2024年 4月末まで、平日は毎日午前中、医師2名で主要な泌尿器科疾患全般に対応して

いました。大学医局からの派遣医師数には限界があり、医師の働き方改革という国家プロジェクトの

影響もあり、省力化を工夫せざるを得ず、2024 年 5 月から毎週水曜日の外来を完全休診としました。

急患対応については電話連絡をいただき、手術をしながら対応策を考えて対処しました。 

診療に時間がかかる新患と診療時間を延長させる予約外再診は 1 日約 10 人前後、予約の再診は約

60人です。多くが60代～90代の高齢者で、加齢での神経疾患や前立腺肥大症による排尿困難・失禁・

頻尿、残尿増加のよる慢性膀胱炎、高度排尿困難での尿道や膀胱瘻のカテーテル管理、老化（細胞の

遺伝子変異）による悪性疾患（前立腺癌・膀胱癌）、運動不足・心不全・不眠症などによる夜間頻尿、

飲水不足や過食やビタミンD製剤、緩下剤のマグネシウム製剤＋尿路感染による尿路結石症、不眠や

加齢・運動不足（フレイル）などからの免疫能低下による膀胱炎・腎盂腎炎、などです。20～50代は、

野菜不足＋食肉過剰（肥満者多数）＋飲水不足による尿路結石、不眠からの膀胱炎、性交渉によるク

ラミジア尿道炎が目立ちます。排尿障害、夜間頻尿、尿路感染症、尿路結石症、泌尿器癌、泌尿器救

急などに対応していますが、本人の生活習慣、体質、老化現象によるものが大多数です。運動不足・

過食・肥満の改善は至難のようです。しかし習慣性飲酒・喫煙習慣は減っているかもしれません。 

紹介患者、検診２次精査、他科コンサルトにも対応しています。柏崎地域では泌尿器科医師は２名

と極めて少なく、高齢化率の高い当地域では泌尿器科の患者数はあまり減少していません。エコー、

尿流測定・残尿測定、軟性尿道膀胱鏡などは日常的に行っています。尿道留置カテーテル、膀胱瘻・

腎瘻のカテーテル交換が毎月約100例。看護師、受付係、医療クラーク、医師は全員、獅子奮迅の毎

日ですが、水曜日に息抜きができるようになったこと、毎月100時間超だった残業が80時間以内に収

まるようになったことが改善点です。 

外来診療は満杯、医師の働き方改革での時短要請、そのせいでしょうか手術は年間352名（延べ手

術件数442件）と去年よりも微減です。新規の前立腺がん患者は１年間で約50例と不変。年齢、ADL、

併存疾患、患者の希望などを考慮し、内分泌療法、放射線療法（外照射）などを行います。ロボット

支援前立腺摘除術、IMRT、重粒子線治療、内照射の希望があれば他院に紹介しています。がんの緩和

ケアは基本的に外来で行い、必要に応じて入院で対応しています。在宅看取りも病院に近い患者での

対応は家族・訪問看護・医師との協力体制が整えば何とか可能で、今年も３例の希望に対応しました。 

心房細動や深部静脈血栓症患者での抗凝固薬、脳梗塞や心筋梗塞での抗血小板薬の使用者は非常に

多く、手術管理やカテーテル留置管理では、負担を強いられます。 

尿道カテーテル交換では男性尿道損傷が、柏崎地域で毎年数例発生しており、尿路感染や抗凝固管

理があると重篤化しますので要注意です。カテーテル管理患者は年々増加しており、医師の労働軽減

と外来混雑解消のために、外来看護師と訪問看護師へのタスクシフトに取り組んでいます。カテーテ

ル交換・管理のコツを医療者に広く普及することが重要で、講演会・講習会も引き続き検討中です。 

 

【入院】 １年間で延べ約 450 例が入院しました。手術が 8 割、尿閉の管理・感染症（腎盂腎炎、

前立腺炎など）・がん緩和ケアなどの保存療法が2割。泌尿器科の平均在院日数は約9日。肥満・認知

症・心疾患・糖尿病・骨粗鬆症などを合併し、多剤内服中で、ADL の低下した高齢者が多いです。転

倒予防・せん妄不穏への対応は日常的です。独居・介護力不足のため自宅退院できない人も多いです

が、退院支援のお陰で慢性期病院・老人施設に比較的早く退院できるようになりましたが、今後、後



― 65 ―

方支援施設が不足する可能性があり、不安材料となっています。 

多忙な看護業務を軽減するため医師も協力していますが、更なる改善のために医師・看護師・補助

看護師・病棟薬剤師・病棟クラークなどスタッフの充実が課題です。高齢者の医療福祉は、サービス

の供給力、本人・家族・医療者・財政の負担を考えて、治療をどこまで行うのか、どこで延命を諦め

るべきか、住民の一人ひとりがアドバンスド・ケア・プランニング（ACP）を更に推進する必要がある

と考えています。 

日本政府の医療費抑制策、最近の物価上昇（医療材料費も含めて）の影響で、急性期病院の経営赤

字が全国的に大問題となっています。新潟県内でも県立病院・厚生連系列病院の赤字問題がマスコミ

を賑わせ、自治体からの財政支援をいただきながら、経営改善（効率化）、医療良質化を行い続けてい

ます。当院も病床数削減・病棟再編を行わざるを得ませんでした。泌尿器科病棟は西４から東６に移

動し、平均在院日数を減らして、入院・退院が目まぐるしくなりました。経営のためはやむを得ませ

ん。医療は、電気・ガス・水道と同じく、非常に重要な社会インフラのひとつとなったと感じます。

余裕のない医療は、綱わたりであり、医療従事者の働き方は極限状態になっていると感じます。更な

る工夫で、ゆとりのある医療をやりたいと思っております。 

 

【手術】 2024年の手術件数は別表のとおり442件で、去年より減少したものの、一昨年とほぼ同

数です。経尿道的前立腺切除術（TURP ）63件、尿管鏡下尿管結石破砕術（TUL）60件、前立腺針生検

術58件、ダブルJカテーテル留置45件、経尿道的膀胱腫瘍切除術（TURBT） 44件、体外衝撃波結石

破砕術（ESWL）35件、などが多かったです。若手泌尿器科医師にできるだけ多くの手術経験を積んで

いただくように配慮し、指導しながら、安全第一で行っています。 

 

【ほか】 泌尿器科部長である筆者も 67 歳になり、体力と能力は元々高くないのですが、少しず

つ低下傾向です。中堅泌尿器科医師の着任をずっと切望していますが実現できていません。筆者自身

の健康と病院職員の健康に気を配りながら、患者さん・御家族さんと日々向き合っています。2025年

3月 31日で副院長職を辞しますが、今後も臨床に専念して地域の泌尿器科医療を維持できるよう努め

たいと思います。 

（2025年 3月 羽入） 
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腎の手術・・・１６件 陰茎の手術・・・１４件
腎尿管全摘除術 4 包茎手術 11
腎摘除術 2 陰茎腫瘍生検術 1
腹腔鏡下根治的腎摘除術 2 陰茎切断術 1
腎部分切除術 1 皮下腫瘍切除（皮様嚢腫） 1
経皮的腎瘻造設術 5 14
腎瘻拡張・腎カテ交換 1
順行性腎盂造影　（腎瘻） 1

16 副腎の手術・・・０件

その他の手術・・・５件
尿管の手術・・・１２７件 癒着陰唇剥離術 1

ダブルJステント留置 45 尿膜管遺残（臍洞）切除術 1
ダブルJステント交換 5 経皮的穿刺ドレナージ14F 1
ダブルJステント抜去 3 後腹膜腫瘍・針生検術 1
迷入ダブルJステント引出術 1 会陰膿瘍の切開排膿・ドレナージ 1
尿管鏡下結石破砕除去術 60 5
逆行性腎盂尿管造影 4
尿管鏡検査 4
経膀胱的壁内尿管クリッピング 2 ESWL（体外衝撃波砕石術） 35
尿管狭窄手術（切除＋吻合） 2
尿管切石術 1

127
２２００２２４４年年　　臓臓器器別別手手術術件件数数

腎の手術 16
尿管の手術 127

膀胱の手術・・・９３件 膀胱の手術 93
TUR-BT 44 尿道の手術 8
膀胱瘻造設（拡張１件含む） 8 前立腺の手術 122
膀胱砕石術 18 精巣の手術 22
凝血除去＋電気凝固止血術 17 陰茎の手術 14
水圧拡張術 3 副腎の手術 0
膀胱部分切除術 1 その他 5
膀胱粘膜生検 2 ESWL 35

93 合計 442

件数の多い術式
尿道の手術・・・８件 TUR-P 63

尿道狭窄・拡張術 5 尿管鏡下結石破砕除去術 60
尿道脱手術・カルンケル手術 2 前立腺針生検術 58
尿道結石破砕術 1 ダブルＪステント留置 45

8 TUR-BT 44
ESWL 35
膀胱砕石術（レーザー） 18
膀胱内凝血除去＋止血術 17

前立腺の手術・・・1２２件 去勢術 11
前立腺針生検術 58 包茎の手術 11
TUR-P 63 その他 80
凝血除去＋電気凝固止血術 1 442

122

悪性腫瘍根治術・鏡視下手術の件数
腹腔鏡下根治的腎摘除術 2

精巣の手術・・・２2件 根治的腎摘除術 0
去勢術 11 腎部分切除術（腎癌） 1
高位精巣摘除術 4 腎尿管全摘除術 4
精索水瘤・陰嚢水腫の根治術 4 膀胱全摘除術 0
精巣捻転固定術 1 高位精巣摘除術 4
精巣摘除術 1 陰茎癌手術 1
精巣上体摘除術 1 12

22

泌泌尿尿器器科科　　２２００２２４４年年　　手手術術統統計計
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【皮膚科】【皮膚科】 
  
1. スタッフ 

新潟大学医学部皮膚科学教室より週 4 日、医師を派遣して頂き診療を行っています。 
 

2. 診療内容 
外来受診患者数は平均して１日５０人程、加えて院内入院中の患者さんで皮膚トラブル

があった際は他科医師より御紹介頂き、往診しています。 
月曜、火曜、水曜の午後は皮膚生検や金属パッチテストなどの検査、また外来処置室や

手術室で皮膚外科の手術を行っています。月 2 回、褥瘡回診があり、主に入院患者さん

を対象に回診、カンファレンスを行っています。 
 

3. 手術症例 
・良性腫瘍の切除術 
・Ⅱ度～Ⅲ度熱傷や褥瘡のデブリードマン及び植皮術 
・皮膚悪性腫瘍(SCC、BCC、Bowen 病等)の切除および皮弁形成術 
・陥入爪手術、ワイヤー法 
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【眼　科】
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【放射線科・放射線診断】
        放射線診断【診療概況】  令和６年４月～令和７年３月 
 
 放射線科専門医（常勤１名および非常勤）がＣＴ、ＭＲＩ等の画像診断を行っております。フィル

ムレスにて運用されており、院内の画像検査の他、病診連携の一貫として院外からのＣＴ、ＭＲＩの

検査依頼を受けております。 
コメディカルの放射線の報告も合わせてご覧ください。 
 
 
 
 
 【麻酔科】
         麻酔科 【診療概況】  令和６年度 
 

【麻酔科】 
手術室 
常勤1名に加え新潟大学、虎の門病院、三井記念病院による協力の下、定時手術および夜間・休日

の緊急手術に対応しています。 
日本麻酔科学会認定施設に柏崎市内で唯一認定されています。また。令和5年度より麻酔科専門研

修プログラムに登録し、麻酔科専門医取得が可能な施設となりました。 

 

令和６年度 手術件数 

診療科 手術件数 

外科 ３８８ 

整形外科 ６４８ 

泌尿器科 ３０７ 

脳神経外科 ２３ 

産婦人科 １６７ 

眼科 １１０６ 

歯科 １ 

皮膚科 ５ 

内科 ４５ 

 

 

外来 
痛み外来では通常の治療ではなかなか改善しない疼痛のある患者さんを対象として神経ブロック

や各種投薬治療などの診療を月曜日の午前中におこなっています。 
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【歯科・歯科口腔外科】
歯科・歯科口腔外科 

 

体制：常勤１名 新潟大学から非常勤で複数名の派遣 

新潟大学からの非常勤は以下の曜日に派遣していただいています。 

月曜日・水曜日・金曜日（隔週） 口腔外科 

火曜日（隔週）歯周病科 

 

診療内容：歯科・歯科口腔外科 

歯科治療全般、および口腔外科疾患の治療および院内他科に入院、通院している方の口腔ケア（周

術期、回復期の口腔ケア含む）を実施しています。 

口腔外科疾患では埋伏智歯の抜歯のほか口腔領域の外傷（歯の脱臼や軟組織の裂傷など）顎骨のう

胞、腫瘍、口腔粘膜疾患、炎症（歯性感染症）、顎関節症、睡眠時無呼吸症候群などの治療を行っ

ています。また、口腔外科領域以外でも他院から高齢者、有病者の歯科治療の紹介があり対応して

います。 

歯科・歯科口腔外科 

 

体制：常勤１名 新潟大学から非常勤で複数名の派遣 

新潟大学からの非常勤は以下の曜日に派遣していただいています。 

月曜日・水曜日・金曜日（隔週） 口腔外科 

火曜日（隔週）歯周病科 

 

診療内容：歯科・歯科口腔外科 

歯科治療全般、および口腔外科疾患の治療および院内他科に入院、通院している方の口腔ケア（周

術期、回復期の口腔ケア含む）を実施しています。 

口腔外科疾患では埋伏智歯の抜歯のほか口腔領域の外傷（歯の脱臼や軟組織の裂傷など）顎骨のう

胞、腫瘍、口腔粘膜疾患、炎症（歯性感染症）、顎関節症、睡眠時無呼吸症候群などの治療を行っ

ています。また、口腔外科領域以外でも他院から高齢者、有病者の歯科治療の紹介があり対応して

います。 

歯科・歯科口腔外科 

 

体制：常勤１名 新潟大学から非常勤で複数名の派遣 

新潟大学からの非常勤は以下の曜日に派遣していただいています。 

月曜日・水曜日・金曜日（隔週） 口腔外科 

火曜日（隔週）歯周病科 

 

診療内容：歯科・歯科口腔外科 

歯科治療全般、および口腔外科疾患の治療および院内他科に入院、通院している方の口腔ケア（周

術期、回復期の口腔ケア含む）を実施しています。 

口腔外科疾患では埋伏智歯の抜歯のほか口腔領域の外傷（歯の脱臼や軟組織の裂傷など）顎骨のう

胞、腫瘍、口腔粘膜疾患、炎症（歯性感染症）、顎関節症、睡眠時無呼吸症候群などの治療を行っ

ています。また、口腔外科領域以外でも他院から高齢者、有病者の歯科治療の紹介があり対応して

います。 
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放射線科放放射射線線科科  
  
放放射射線線科科ににはは診診療療放放射射線線技技師師 1155 名名、、受受付付事事務務 33 名名、、看看護護師師 66 名名がが所所属属ししてていいまますす。。  
  
・・業業務務実実績績  
  

2024 年度  業務実績（件数）① 

  一一般般撮撮影影  
ママンンモモ  

ググララフフィィ  
ポポーータタブブルル  CCTT  MMRRII    

件件数数合合計計  2244886633  11223300  33443388  1111881177  22772211  

※一般撮影内に歯科撮影を含めます。 ポータブルは病棟、オペ室含めます。 
 
 

2024 年度  業務実績（件数）② 
  TTVV 透透視視  血血管管造造影影  骨骨塩塩定定量量  RRII  放放射射線線治治療療新新患患  

件件数数合合計計  11995566  229977  11005566  333311  8811  

※血管造影は、心臓カテーテル手術、透析シャント PTA、その他内科的処置を含めます。 
 
 
・TV 装置の更新 
装置の老朽化による故障が多発したため、TV 装置 1 と TV 装置 2 の更新を行いました。 
透視・撮影をする機構が従来機種の I.I.-DR システムから新機種の FPD に変わり、画質向上、撮影範

囲の拡大、被ばくの低減ができるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しい TV 装置 
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検査科

              検検査査科科  

  

 
   
 

 

 
 
 
 
 
 

 

〈〈業業務務内内容容〉〉  

 

検体検査部門として生化学・免疫検査、血液・輸血検査、一般検査、細菌検査、迅速病理検査を 

実施しています。 

そして心電図検査や超音波検査などを行う、生理検査部門の 2 部門で業務を行っています。 

また、採血業務として外来採血を中央採血室で実施しています。 

検査科は臨床検査技師 23 名＋看護師 3 名＋採血室受付 1名で業務を行っています。 

 

〈〈業業務務実実績績〉〉  

  

検査全体実績 件数・金額 及び 検診の実績を掲載します。（令和 6 年度は 2 月末現在） 

令和 6 年度は、令和 5 年度と比較すると、検査件数が 3％ほど減っていました。そのため検査全体の

金額では、令和 5 年度より 4％ほど減りました。検診については、前年度とさほど変わりなく検査全体

金額の 4.8％を占めていました。 

今後も新規項目の導入や機器更新を行い、より正確で迅速な検査結果の報告に努めてまいります。

精度保証指標の一つとして毎年実施している精度管理調査にこれからも真摯に取り組み、信頼に値す

る検査結果を提供していきます。 

 

 

 

 

 

検検査査  （（件件数数・・金金額額））  

検検査査件件数数  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  112211,,228800  112299,,440000  113355,,440066  112200,,776655  113366,,440000  112277,,996666  112299,,663366  112222,,110088  113344,,001177  112266,,338833  111199,,112277  113344,,220011  11,,553366,,668899  

令令和和 66 年年度度  112255,,559922  112277,,774444  111199,,003333  113377,,661177  112244,,002299  112211,,553311  113322,,335588  111177,,777788  113300,,331166  112255,,997777  110088,,993333      

                            

金金額額（（千千円円））  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  4488,,662222  5511,,225500  5522,,224433  4488,,665533  5544,,007733  5500,,771111  5522,,337788  4488,,660000  5522,,994411  5500,,224422  4466,,441144  5500,,668811  660066,,887744  

令令和和 66 年年度度  4477,,449977  4499,,008866  4455,,770000  5533,,994444  4488,,661199  4477,,442211  5522,,443311  4477,,660066  5500,,884444  4499..337711  4422,,669911      

 

検検診診  （（件件数数・・金金額額））  

検検診診件件数数  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  660077  999900  11,,331133  11,,112277  11,,007711  11,,117799  11,,332266  11,,008811  11,,004466  665533  556666  220099  1111,,116688  

令令和和 66 年年度度  662277  11,,004477  11,,226644  11,,117711  998877  11,,110000  11,,337744  11,,112277  11,,005566  774444  666666      

                            

金金額額（（千千円円））  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  11,,551100  22,,330077  33,,000022  22,,882211  22,,667755  22,,889922  33,,004477  22,,771144  22,,665522  11,,668899  11,,445588  448855  2277,,225599  

令令和和 66 年年度度  11,,559988  22,,442222  22,,887722  22,,994466  22,,444444  22,,667788  33,,008888  22,,770044  22,,559966  11,,991199  11..773355      

  

〈〈チチーームム医医療療・・各各種種認認定定資資格格〉〉  

多職種の医療職者が連携しながら一人の患者さまの治療にあたるチーム医療として院内感染対策チ

ーム、栄養サポートチーム、輸血業務検討委員会、令和 4 年度から心臓リハビリテーションのチーム

会議に参加しています。 

当検査科では、日常検査の経験と学会や研修会での研鑽を重ね、次のような各種資格を取得してお

ります。 

認定輸血検査技師 2 名 

認定心電検査技師 1 名 

心電図検定 1 級 1 名 

心電図検定 2 級 2 名 

心血管インターベーション技師 1 名 

認定認知症領域検査技師 1 名 

超音波検査士 （循環器 ・ 消化器 ・ 体表臓器 ・ 健診） 2 名 

血管診療技師 1 名 

二級臨床検査士 （血液） 2 名 

二級臨床検査士 （生化学） 1 名 

緊急臨床検査士 1 名 

タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会修了者 12 名 

臨地実習指導者 3 名 

医療安全管理者 2 名 

精度管理責任者 2 名 
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検検査査  （（件件数数・・金金額額））  

検検査査件件数数  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  112211,,228800  112299,,440000  113355,,440066  112200,,776655  113366,,440000  112277,,996666  112299,,663366  112222,,110088  113344,,001177  112266,,338833  111199,,112277  113344,,220011  11,,553366,,668899  

令令和和 66 年年度度  112255,,559922  112277,,774444  111199,,003333  113377,,661177  112244,,002299  112211,,553311  113322,,335588  111177,,777788  113300,,331166  112255,,997777  110088,,993333      

                            

金金額額（（千千円円））  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  4488,,662222  5511,,225500  5522,,224433  4488,,665533  5544,,007733  5500,,771111  5522,,337788  4488,,660000  5522,,994411  5500,,224422  4466,,441144  5500,,668811  660066,,887744  

令令和和 66 年年度度  4477,,449977  4499,,008866  4455,,770000  5533,,994444  4488,,661199  4477,,442211  5522,,443311  4477,,660066  5500,,884444  4499..337711  4422,,669911      

 

検検診診  （（件件数数・・金金額額））  

検検診診件件数数  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  660077  999900  11,,331133  11,,112277  11,,007711  11,,117799  11,,332266  11,,008811  11,,004466  665533  556666  220099  1111,,116688  

令令和和 66 年年度度  662277  11,,004477  11,,226644  11,,117711  998877  11,,110000  11,,337744  11,,112277  11,,005566  774444  666666      

                            

金金額額（（千千円円））  44 月月  55 月月  66 月月  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  11 月月  22 月月  33 月月  合合計計  

令令和和 55 年年度度  11,,551100  22,,330077  33,,000022  22,,882211  22,,667755  22,,889922  33,,004477  22,,771144  22,,665522  11,,668899  11,,445588  448855  2277,,225599  

令令和和 66 年年度度  11,,559988  22,,442222  22,,887722  22,,994466  22,,444444  22,,667788  33,,008888  22,,770044  22,,559966  11,,991199  11..773355      

  

〈〈チチーームム医医療療・・各各種種認認定定資資格格〉〉  

多職種の医療職者が連携しながら一人の患者さまの治療にあたるチーム医療として院内感染対策チ

ーム、栄養サポートチーム、輸血業務検討委員会、令和 4 年度から心臓リハビリテーションのチーム

会議に参加しています。 

当検査科では、日常検査の経験と学会や研修会での研鑽を重ね、次のような各種資格を取得してお

ります。 

認定輸血検査技師 2 名 

認定心電検査技師 1 名 

心電図検定 1 級 1 名 

心電図検定 2 級 2 名 

心血管インターベーション技師 1 名 

認定認知症領域検査技師 1 名 

超音波検査士 （循環器 ・ 消化器 ・ 体表臓器 ・ 健診） 2 名 

血管診療技師 1 名 

二級臨床検査士 （血液） 2 名 

二級臨床検査士 （生化学） 1 名 

緊急臨床検査士 1 名 

タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会修了者 12 名 

臨地実習指導者 3 名 

医療安全管理者 2 名 

精度管理責任者 2 名 
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看護部
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院院内内・・院院外外発発表表  
  
  
【院外発表】 
 
 令和6年11月16日（土） 厚生連看護部研究発表会 
１．西3階病棟 〇武田すみれ  岸 恵 
  麻痺が残存した壮年期の患者への社会復帰を見据えた退院支援 
  ～回復期リハビリテーション病棟看護師の関り～ 
 
 
【院内看護研究発表会】 
 
 令和7年2月17日（月)  
1．西6 〇伊勢 歩美  横関泰江 
  腹膜透析導入期の看護実践 
  ～IASM理論で事例を振り返る～ 
 
2．透析室 〇小見 彩  青柳 里奈  徳永 美由紀 
  人生の最終段階で自分の意思を貫いた、ある透析患者と看護師の関りを振り返る 
  ～宮坂のナラティブ検討シートを用いて看護実践を振り返る～ 
 
3．西4 ○小林 萌花  安澤 真理  星野 日菜子 北村 貴子 
  脳外科疾患の経管栄養胃管挿入患者に対するミトン装着介助に向けた事例分析 
  ～インシデントレポート、カンファレンス記録を振り返って～ 
 
＜研究経過報告＞ 
1．東6 目﨑 清美  今井満由美 
  弾性包帯による効果的な圧迫療法（仮テーマ） 
 
2．東5 中島 那奈子  星野 絵莉那  井部 夏帆  大矢 歩 
  硝子体術後の体位制限を経験した患者への身体的・精神的苦痛に関する聞き取り調査 
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薬剤部薬剤部 
 
【薬剤師外来】 

2024 年度診療報酬改定で「がん薬物療法体制充実加算」が新設されました。医師の診療前におこな

う「薬剤師外来」を評価した加算です。薬剤師が患者の服薬状況や副作用発現状況等について確認し、

医師に情報提供や処方に関する提案を行うものです。当院においてもがん薬物治療の更なる向上を目

指して薬剤師外来を実施しています。 
 
【長期収載品の選定療養扱い】 

10 月から、患者が「後発医薬品でなく先発品（長期収載品）を使いたい」と希望した場合には、両

者の差額の 4 分の 1 を患者自身が負担する仕組み（選定療養）が導入されまた。混乱を心配しました

が、これまで大きな問題は生じずに推移しています。 
 
【薬剤管理指導の効率化】 
病棟での薬剤管理指導業務の増加に取り組みました。年度当初は 200 件台/月だったものが、年度後

半には 400 件/月前後の件数まで伸ばすことができました。 
 
【医薬品供給の停止・遅延・出荷調整等】 
医薬品供給問題は引き続き生じています。各種抗菌薬、ソルダクトン静注用 100mg、ソル・コーテ

フ注射用 100mg、献血ヴェノグロブリン IH 静注製剤等で製品の確保に難渋しました。 
 
【薬学生教育】 
 今年度は［Ⅲ期] 8 月 19 日〜11 月 3 日に 1 名(横浜薬科大学)、実習生を受け入れました。 
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1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

6
4

4
4

3
1
0

8
7

5
5

8
8

7
2

無
菌

製
剤

処
理

料
１

（
4
5
点

/
件

)
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

1
1
7

1
2
7

1
2
2

1
1
9

1
0
9

9
3

1
2
7

1
1
5

1
2
2

1
1
5

9
8

8
7

1
,3

5
1

【
入

院
】

無
菌

製
剤

処
理

料
１

（
1
8
0
点

/
件

)（
閉

鎖
式

接
続

器
具

使
用

）
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

0
0

0
0

1
2

2
2

5
4

1
1

1
8

無
菌

製
剤

処
理

料
１

（
4
5
点

/
件

)
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

2
7

2
0

9
1
7

1
2

1
8

2
3

2
5

1
8

2
0

2
1

2
1

2
3
1

無
菌

製
剤

処
理

料
2
（
4
0
点

/
件

)
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

6
0

9
8

4
1

7
8

6
5

5
5

9
3

1
0
4

8
5

6
1

3
0

1
2
9

8
9
9

【
薬

剤
管

理
指

導
業

務
】

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

(件
）

薬
剤

管
理

指
導

料
1
件

数
 (

3
8
0
点

1
4
0

1
3
5

1
3
1

1
4
0

1
0
6

1
2
0

1
8
4

1
7
6

1
9
2

1
7
5

1
9
0

1
4
4

1
,8

3
3

薬
剤

管
理

指
導

料
2
 件

数
(3

2
5
点

1
2
3

1
3
8

1
4
1

1
5
5

1
3
5

1
2
2

1
7
1

2
1
7

2
4
2

2
3
0

2
2
9

1
9
2

2
,0

9
5

麻
薬

加
算

件
数

(5
0
件

）
2

7
9

1
5

1
2

9
4

1
4

1
1

9
8

1
2

1
1
2

退
院

指
導

加
算

件
数

 (
9
0
点

)
0

3
6

3
9

4
1

3
3

3
7

5
1

5
9

7
1

4
9

6
7

5
6

5
3
9

が
ん

患
者

指
導

管
理

業
務

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
3
(2

0
0
点

/
回

)
8

7
4

7
3

1
0

1
1
0

4
6

5
1
1

7
6

連
携

充
実

加
算

件
数

(1
5
0
点

/
月

)
6
4

6
9

7
5

6
9

6
2

5
7

6
7

6
2

6
7

6
3

6
3

5
5

7
7
3

が
ん

薬
物

療
法

体
制

充
実

加
算

(1
0
0
点

/
月

)
9

1
1

1
2

8
1
2

1
4

1
1

1
3

9
1
3

1
1
2



― 96 ―

【
薬

剤
情

報
提

供
料

 
(
1
0
点

/
件

)
】

※
6
月

か
ら

4
点

/
件

に
改

定

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

6
3
4

6
9
5

6
0
7

6
5
5

6
6
9

5
9
6

6
4
7

6
1
0

7
2
5

6
6
9

5
4
0

5
8
6

7
,6
3
3

【
外

来
及

び
入

院
調

剤
業

務
】

月
別

処
方

箋
枚

数

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

外
来

 
(
院

内
)

1
,
2
7
1

1
,
2
9
2

1
,
1
5
0

1
,
3
1
8

1
,
2
1
2

1
,
1
3
8

1
,
2
0
0

1
,
1
2
2

1
,
2
9
3

1
,
2
4
4

9
5
1

1
,
0
7
7

1
4
,
2
6
8

入
院

3
,
0
7
8

3
,
3
6
8

2
,
8
2
4

3
,
2
8
9

3
,
0
8
0

2
,
9
6
9

2
,
1
0
2

3
,
1
3
5

3
,
5
0
1

3
,
1
8
8

2
,
9
9
6

3
,
2
8
6

3
6
,
8
1
6

【
診

療
科

別
処

方
箋

枚
数

】
内

科
小

児
科

外
科

脳
外

科
産

婦
人

科
耳

鼻
咽

頭
科

眼
科

整
形

外
科

皮
膚

科
泌

尿
器

科
精

神
科

歯
科

放
射

線
科

人
工

透
析

麻
酔

科
リ

ハ
ビ

リ
合

計

外
来
 
(
院
内
)

6
,
3
7
4

1
,
0
0
9

4
5
6

2
2
4

3
0
8

9
0

1
1
5

8
3
2

9
2
6

2
3
6

1
0
3

1
6
5

0
3
,
4
1
3

1
7

0
1
4
,
2
6
8

1
5
,
6
6
3

外
来
 
(
院
外
)

3
2
,
9
5
8

2
,
4
2
6

3
,
0
0
4

3
,
2
2
7

3
,
4
9
8

1
,
1
5
1

1
,
8
9
5

4
,
4
3
8

6
,
8
3
2

8
,
3
9
4

6
1
,
4
1
3

0
0

4
4
0

0
6
9
,
6
8
2

7
4
,
0
0
6

入
院

1
7
,
0
2
8

7
5
9

2
,
3
4
9

2
,
3
3
5

2
,
2
3
7

2
8

4
8
0

9
,
7
9
1

5
5
3

2
,
0
9
6

9
1
9

0
1
2
5

7
0

3
7
,
8
1
6

4
0
,
3
8
5

【
院

内
医

薬
品

集
発

行
】

紙
媒

体
か

ら
電

子
カ

ル
テ

上
で

閲
覧

で
き

る
形

式
に

変
更

し
、

薬
事

委
員

会
毎

に
更

新
し

て
い

ま
す

。

【
長

期
実

務
実

習
生

の
受

け
入

れ
】

（
1
1
週

間
）

Ⅲ
期

(
8
月

1
9
日

〜
1
1
月

3
)
 
：

1
名

(
横

浜
薬

科
大

学
)

合
計

1
名

の
学

生
を

受
け

入
れ

ま
し

た
。

【
各

種
委

員
会

活
動

】

　
薬

事
委

員
会

、
衛

生
委

員
会

、
医

療
安

全
委

員
会

、
化

学
療

法
委

員
会

、
感

染
対

策
委

員
会

、
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

チ
ー

ム
、

接
遇

委
員

会
、

シ
ス

テ
ム

委
員

会
、

診
療

記
録

委
員

会
、

院
内

教
育

委
員

会
、

褥
瘡

委
員

会
、

 
 
N
S
T
委

員
会

、
適

切
な

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

に
関

す
る

委
員

会
、

広
報

戦
略

会
議

、
腎

臓
病

教
室

検
討

会
議

、
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

会
議

、
A
C
P
(
W
G
)
、

D
C
T
等

に
参

加
し

活
動

し
ま

し
た

。

【
発
表
】

院
外

講
演

開
催

日
2
0
2
4
.
4
.
2
0

会
場

対
象

演
者

演
題

日
本
農
村
医
学
会
新
潟
地
方
会
第
7
3
回
例
会

「
F
L
S
 
薬

剤
部

の
取

り
組

み
と

今
後

の
課

題
」

片
野

　
寛

子
長

岡
中

央
綜

合
病

院
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栄養科栄養科 
 
＜主な業務内容＞ 
 「安全で美味しい食事の提供」を目標に掲げ、給食管理業務と栄養管理業務を2本柱とし、管理栄

養士・調理師が協力して業務に努めました。 
給食管理では調理師の複数名欠員が続く中、主任調理師が中心となり、日常業務を根本から見直し

ました。厨房シフトの細分化や業務内容そのものを精査・再構築し、食事提供が滞ることなく業務を

完遂することができました。また、物価高騰対策は現実的に歯止めが効かない状況ではありましたが、

新規取引先の開拓を行い、低コスト高品質を心がけました。 
栄養管理では、令和6年度診療報酬改訂の目玉である、リハビリテーション栄養口腔連携加算に取

り組み、部門外との連携を深めました。1 病棟に専任管理栄養士の配置を行い、各職域と相互的なコ

ミュニケーションをシームレスに行うことで、栄養管理の充実、病院収益の貢献につながったものと

信じています。また低栄養の診断基準としてGLIM評価が採択され、全病棟において導入することが

できました。これにより病棟と栄養科の距離が今までより近くなった印象が強く、活動展開の起点に

なったように思います。 
結果的に本年度についても栄養指導の件数は増加し、昨年度比から 118％という結果でした。糖尿

病センターを中心とした栄養外来や糖尿病教育入院に加え、糖尿病教室・腎臓病教室といった集団指

導における内容についても、成熟期に入った印象を持ちました。引き続きチーム一丸となって、注力

して参ります。 
 
＜人員構成・専門資格＞ 
・ 管理栄養士 4名 
（栄養サポートチーム専任資格、病態栄養専門管理栄養士、がん病態栄養専門管理栄養士、他） 
・ 調理師 7名 
・ 調理補助 1名 
 
＜業務実績＞ 
（１）給食提供数の内訳 

 
＜令和6年度 提供食数 220,158食＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
【主な行事食】 

・ こどもの日（5月） 
・ 七夕（7月） 
・ 十五夜（9月） 
・ 全国厚生連統一メニュー 
・ クリスマス（12月） 
・ お正月（1月） 
・ ひな祭り（3月） 

 
 

常 食

35.8%

軟菜食

17.3%

五分菜食

18.6%三分粥食

0.6%

流動食

0.4%

特別食

26.3%

経管栄養

0.9%
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（２）栄養指導件数報告 

 
＜令和6年度 入院652件＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

＜令和6年度 外来1871件＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
＜今後の課題＞ 
次年度は、安定した給食管理システムの確立を第一に考えております。直営給食の新しい形である

クックチルシステムを導入し、安定した部門マネジメントの土台を固めた上で、マンパワーの出力を

部門外のタスクシフトへ繋げていけたらと考えております。 
 
 
 
 

以上 

糖尿病

52.1%

心疾患

12.0%

術後食・

潰瘍食

11.5%

腎疾患

7.7%

嚥下食

14.7%

その他

2.0% 内 訳

糖尿病

90.1%

がん化学療法

8.2%

その他

1.7%内 訳
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リハビリテーション科

 

 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科  
 
【⼈員体制】 

2024 年度⼈員においては、OT1 名の転出、PT1 名の転⼊、昨年度からの育休 1 名あり、
体制としては PT20 名・OT10 名・ST4 名・事務員 1 名の 35 名でのスタートでした。年度
途中で PT2 名・OT1 名の転出、PT・OT1 名ずつの転⼊、PT1 名の育休復帰、OT1 名の育
休、PT1 名の退職があり、年度末では PT19 名・OT10 名・ST4 名体制となりました。 
 
【疾患別リハビリテーション実績】 

疾患別リハビリテーションの処⽅件数は 2,608 件で 2023 年度より 436 件増加、処⽅され
た⽅の 56.1%が 80 歳以上、処⽅時の要介護被保険者が 34.6%で、疾患別リハビリテーショ
ン処⽅された患者では虚弱⾼齢者が多い状況でした。疾患別リハビリテーション処⽅の内、
脳⾎管疾患等リハビリテーションは 7.8%、廃⽤症候群リハビリテーションは 52.4%、運動
器リハビリテーションは 32.0%、⼼⼤⾎管リハビリテーションは 7.5％、呼吸器リハビリテ
ーションは 0.3％、2023 年度と⽐較すると⼼⼤⾎管リハビリテーションと運動器リハビリ
テーションで処⽅割合が低下し、廃⽤症候群リハビリテーションで処⽅割合の増加が認め
られました。 
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疾患別リハビリテーションの実施単位数は PT67,194 単位、OT32,863 単位、ST14,543 単

位で、2023 年度と⽐較すると全体では 4,764 単位の増加となりました。療法⼠ 1 ⼈当たり
の 1 ⽇の疾患別リハビリテーション実施単位数は平均で 16.7 単位、2023 年度より 0.8 単位
増加しました。また、患者 1 ⼈当たり 1 ⼈の療法⼠による疾患別リハビリテーション実施
単位数は平均 1.67 単位でした。効率の良いリハビリテーションを実施でき提供単位数の増
加に繋がったと思われます。 
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疾患別リハビリテーションの内、外来患者の割合が PT6.2％、OT11.5％、ST0.7％、OT

で外来患者の割合が多い状況でした。また、発症・受傷後 30 ⽇以内の患者のリハビリテー
ション実施割合が 54.9％で、2023 年度より急性期リハビリの実施率が増加しました。 
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【発表・講師等】 

 
【院外 派遣実績】 

 
【実習受け⼊れ実績】 

 

職 ⽒名
⽔球チームにおけるトレーナー活動
〜傷害予防・強化への取り組み〜

理学療法⼠ ⾼橋利⼀

不安を呈した⼼疾患患者に対する外来⼼臓リ
ハビリテーションでの作業療法⼠の関わり

作業療法⼠ 平澤利博

10⽉
第30回新潟県理学療法
学術⼤会

リハビリテーション・栄養・⼝腔連携
体制加算の取り組みについて

理学療法⼠ ⼩林諭

期⽇ 依頼団体 内容

4⽉ 新潟県農村医学会

派遣者

職 ⽒名

6⽉ 柏崎市 理学療法⼠ ⾼橋利⼀

6〜7⽉ アルゼンチン 理学療法⼠ ⾼橋利⼀

8⽉ モンテネグロ 理学療法⼠ ⾼橋利⼀

9⽉ 静岡県 理学療法⼠ ⾼橋利⼀

10⽉ 柏崎市 理学療法⼠ ⾼橋利⼀

作業療法⼠ 佐藤修司

作業療法⼠ 平澤利博

作業療法⼠ 樫出祥隆

作業療法⼠ ⼤平弘樹

6〜12⽉ 刈⽻村 理学療法⼠ ⼩林諭

第100回⽇本選⼿権⽔泳競技⼤会最終予選会 ブルボ
ンウォーターポロクラブ柏崎 トレーナー帯同
第100回⽇本選⼿権⽔泳競技⼤会最終予選会 ブルボ
ンウォーターポロクラブ柏崎 トレーナー帯同

刈⽻村地域ケア個別会議(4回) 助⾔者派遣

ブルボンウォーターポロクラブ柏崎海外合宿 ト
レーナー帯同

7〜1⽉ 柏崎市地域ケア個別会議(4回) 助⾔者派遣 柏崎市

場所
派遣者

⽔球⽇本代表合宿 トレーナー帯同

U18男⼦⽔球世界選⼿権⽇本代表 トレーナー帯同

期⽇ 内容

職 ⽒名

8週間 理学療法⼠ ⾼橋利⼀

理学療法⼠ ⽯塚結美

理学療法⼠ 涌井俊祐

10週間 理学療法⼠ 市川友⼤

看護リハビリ新潟保健医療専⾨学校

8週間 晴陵リハビリテーション学院

新潟医療福祉⼤学

実習期間 学校名
指導者
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臨床工学科 

 

臨床工学科には 2024 年現在、臨床工学技士 9 名が所属しており、医療機器に関する安全確保と有効

性維持の担い手として、また操作を含めた臨床への技術と知識の提供を通じてチーム医療に貢献すべ

く活動しております。 

「臨床工学技士」は高度化する医療機器の専門家として 1987 年に制定された、医学と工学の知識を

兼ね備える国家資格で、医療機器の点検・操作および関連教育を主たる職掌としております。具体的

には医師の指示の下、代謝・循環・呼吸療法に関する生命維持管理装置の着脱・設定・操作を行い、

また各機器について使用中を含めた定期的な点検を行っております。 

病院に配置が義務付けられている“医療機器安全管理責任者”も当院では当科技士が任命されてお

り、病院医療安全の一角を担っています。 

 

【代表的な業務内容】 

＜血液浄化療法業務＞ 

血液透析  

 透析監視装置の操作・保守・点検 

 透析液作製装置、水処理装置の保守・点検 

 透析治療時の治療開始（穿刺含む）・終了時操作、治療中のチェック 

 透析液水質管理（生菌測定・エンドトキシン測定・ETRF 交換・残留塩素測定・軟水試験） 

特殊血液浄化療法  

 持続的血液透析濾過（CHDF）   

血漿交換療法 （PE） 

顆粒球除去療法（GCAP） 

腹水濾過濃縮再静注法 （CART） 

β２ミクログロブリン吸着療法 

LDL 吸着療法 

エンドトキシン吸着療法 等 

透析患者のバスキュラーアクセス（VA）管理 

 VA エコー検査 

 経皮的血管拡張術（PTA）の補助業務 

病棟透析 

 COVID-19 流行時の対応として、専用病棟にて透析治療が行えるように病院設備、透析機器を整

備し実際に治療を行っていましたが、専用病棟の終息に伴い現在は運用停止しています。今後

は感染患者以外の病棟透析治療にも対応できるよう、運用を検討しています。 

 

＝特殊浄化療法 R6 年度実績＝ ＊実績は３月１９日時点 

持続的血液透析濾過（CHDF）  7 症例 （20 回） 

腹水濾過濃縮静注法（CART）  2 症例 (2 回) 

エンドトキシン吸着療法    1 症例 （2 回、CHDF 併用） 

＝バスキュラーアクセス管理＝ 

   VA エコー検査           233 件 

  経皮的血管拡張術（PTA）の補助業務  119 件 

臨床工学科
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＜心臓カテーテル関連業務＞ 

 毎週 月曜日午後、木曜日午前・午後 

心臓カテーテル検査（CAG）、経皮的冠動脈インターベンション（PCI） 等 

 

＝心臓カテーテル関連業務 R6 年度実績＝ 

 CAG   64 件（うち緊急 10 件） 

PCI   60 件 （うち緊急 26 件） 

 その他  1 件 （心筋生検） 

 

＜ペースメーカー業務＞ 

 一時ペーシング 

植込み時の立ち会い、退院前チェック 

ペースメーカー外来 毎月 第 2・3・4 週金曜日午前 

その他臨時チェック、プログラム変更 等 

 

＜呼吸療法業務＞ 

 人工呼吸器の管理、使用毎に次回使用時に備えて呼吸回路の取り付けと使用後点検 

 医師の指示による動作条件の設定・操作。不具合時の対応  

 

<手術室業務> 

  麻酔器、生体情報モニターの日常点検 

電気メスの定期点検 

内視鏡手術装置の日常点検および手術立会い、トラブル対応 

 

<医療機器管理業務> 

  院内では多種多様な医療機器を用いて治療を行っており、各機器についてそれぞれ使用時に備え

常に点検・整備を行っております。 

 

現在取り扱っている医療機器の種類と台数 

  〇人工呼吸器 16 台 

    成人用人工呼吸器 6 台 

    新生児・小児用人工呼吸器 1 台 

    搬送用人工呼吸器 2 台 

    マスク換気対応人工呼吸器 7 台 

  〇保育器 9 台 

     閉鎖式保育器 3 台 

    開放式保育器 3 台 

    移動式保育器 1 台 

  〇麻酔器 6 台 

  〇除細動器 5 台 

  〇自動体外式除細動器（AED）13 台 
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  〇大動脈バルーンポンピング 1 台 

  〇ベッドサイドモニター 65 台 

〇送信機 73 台 

〇透析関連装置 

透析監視装置 50 台 

個人用透析監視装置 3 台 

    RO 水精製装置 1 台 

    透析液 A 溶解装置 2 台 

    透析液 B 溶解装置 2 台 

    多人数用透析液供給装置 2 台 

個人用 RO 装置 1 台    

  〇持続的血液浄化装置 1 台 

  〇輸液ポンプ 63 台 

  〇シリンジポンプ 67 台 

  〇経腸ポンプ 1 台 

 

<医療機器取り扱い研修会 院内講師> 

透析、輸液・シリンジポンプ、呼吸器、除細動器など院内研修会の講師を務めています。 

 新規導入時は必ず実施し、既存の医療機器についても安全教育や病棟からの要請により随時行って

おり、また毎年定期的に開催されている新人看護師研修の講師も務めています。 

 

 

文責：臨床工学技師長 小林 雄一 
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病歴室病病歴歴室室  

 

現在病歴室は、診療情報管理士 2 名、事務員 1 名で業務を行っています。 

 

◇主な業務内容◇ 

 

1. 入院診療録（入院カルテ）の管理 

病歴室に集められた診療録を、整備・点検し、決められた編綴順にそろえて製本しています。 

診療録に必要な入院総括（退院サマリ）や手術記録が作成されていないときは、医師に作成の依

頼をします。その他、各種伝票で不足のものがある場合は、各部署から取り寄せ、製本していま

す。診療録は、病歴システムによってアリバイ管理し、必要に応じて貸し出しを行います。 

 

 

2. 入院診療情報の管理 

入院総括とカルテ内の診療情報（病名・処置・検査・手術等）を ICD-10、ICD-9-CM、手術コード

（医科点数表の区分番号）に基づいてコード化（コーディング）し、病歴システムへ登録を行い

ます。 

これらを使用し、細かく決められたコーディングルールに従って、入院患者ひとりひとりの診療

情報をコーディングしています。 

※ICD-10……WHO が設定した疾病に関する国際統計分類で、 

病名をアルファベットと数字 4 桁で表したもの。 

※ICD-9-CM…アメリカで使用されている医療行為分類を日本病院会が和訳し、 

処置や手術を数字 4 桁で表したもの。 

       ※手術コード…診療報酬点数表の診療行為のうち手術の領域にふられたもので、 

           手術行為をアルファベット K と数字で表したもの。 

 

 

3. 医療統計の作成 

コーディングし、病歴システムに登録した患者情報を集計し、統計の作成を行います。 

それに伴い、研究支援および経営分析支援としての業務も行っています。 

 

 

4. がん登録の実施 

がんと診断されたすべての患者（入院・外来）について、診断・治療・予後に関する情報を集め、

整理・保管し、集計しています。 

 

全国がん登録 

                          国立がん研究センターへ  

院内がん登録 

また、登録に関するルールの統一化や今後の動向についての情報共有などを目的とした『実務者

研修』や『がん登録部会』への参加も積極的に行っています。 

2016 年症例からがん登録が法制化され、全国がん登録になりました。 

情報提供 
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5. 月次処理 

・未サマリの診療録のリスト出力と主治医への催促 

・未返却診療録のリスト出力と各部署への催促 

・エラー情報のリスト出力と修正 

・入力状況集計表の出力 

 

 

6. 年度処理 

・病院業績集作成のための各種統計表の出力 

 

 

7. その他 

・各種調査、統計依頼に対する報告 

・診療録管理委員会 

・適切なコーディングに関する委員会（ＤＰＣ委員会） 
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健診センター
【健診センター】 
 健診センターは現在、保健師 1 名、看護師2 名、事務員7 名で業務を行っています。 
主な業務内容として、人間ドック及び事業所の定期健診、特殊健診、行政より依頼の風疹抗体検査

及び予防接種、特定健診やがん検診、県より依頼の塵肺健診等の各種健診業務を実施しています。 
また、病院スタッフの健康管理業務として、年に 2回の定期健診やストレスチェック等を行ってい

ます。 
その他冬季期間中は、院内や院外施設にてインフルエンザ予防接種を行っています。 

 
 
保健予防活動実績                          （人） 
 特定健診 保健指導 特殊健診 事業所健診 人間ドック 
令和4 年 １４５ １９ ５１ １６６ １，６２０ 
令和5 年 １５０ ２０ ５１ １４５ １，６８４ 
令和6 年 １６０ ３５ ５０ １３５ １，７１４ 
特殊健診：塵肺健診等 
 
 
JA 柏崎地区等、農団健保の保健予防活動実績                   （人） 
 巡回健診 ミニドック 農団ドック 婦・家(ド) 組合員(ド) 予防接種 
令和4 年 ８８ １６ ２３７ ６４ １８８ ２３８ 
令和5 年 ７５ １５ ２４２ ５６ １９５ １９０ 
令和6 年 ６３ ２１ ２６４ ５８ ２３４ １７９ 
婦…婦人ドックのこと。農団職員で 35～39 歳の女性が対象。 
家…家族ドックのこと。農団職員の扶養家族が対象。 
予防接種…ＪＡ柏崎地区３施設（柏崎地区センター・東部田尻支店・小国支店）を回ってのインフル

エンザ接種数。 
 
 
 健診センターでは人間ドック、健康診断を受診された方で精密検査が必要な方へ精密検査依頼書兼

結果報告書、診察依頼兼結果報告書を人間ドックや健康診断の結果と一緒にお送りし、その後の受診

干渉等行っています。 
 
精検受診率 
 肺がん 胃がん 大腸がん 前立腺がん 子宮がん 乳がん 
令和4 年 85.2％ 77.1％ 64.4％ 76.9％ 80.4％ 90.6％ 
令和5 年 91.2％ 75.0％ 65.9％ 88.0％ 87.5％ 96.8％ 
令和6 年 81.1％ 68.3％ 65.3％ 50.0％ 87.2％ 92.9％ 

令和6 年度分は令和7年4月30 日までの集計数 
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医療クラーク室
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化化学学療療法法セセンンタターー  

化学療法センター 2024 年度稼働状況 

１１．．22002244 年年度度オオリリエエンンテテーーシショョンン件件数数  

  

実施月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 １0 月 11 月 12 月 1 月 2 月 合計 

西４              

西５    2         2 

西６    
 

         

東３              

内科 2 1 4 3 2 2 2 1 4 2 1 2 26 

外科 3 1 4 2 5 1 3 4 2  3 1 29 

婦人科 1 2       1    4 

泌尿器科  1 1      1    3 

脳外科              

  6 5 9 7 7 3 5 5 8 2 4 3 64 

新規で治療を開始する方、外来治療へ移行する方を対象に患者および家族に対し、 

化学療法センターでオリエンテーションを実施しています。 

 

２２．．治治療療実実施施人人数数  
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地域連携支援部
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【 訪問看護ステーション柏崎 】 
 

 訪問看護は病気や障害を持った人が住み慣れた地域（居宅）で、その人らしい療養生活を実現でき

るよう、多職種と連携を図って、安全・安心な看護の提供が求められています。国が推進している地

域包括ケアシステムの構築において、訪問看護は在宅医療の中核を担うことを期待されています。 
病院での治療を終え、住み慣れた地域（居宅）で療養生活を希望する等のニーズに応じた医療を提供

するために、当訪問看護ステーションでは、関係機関との連携を強化し、切れ目のない質の高いケア

の提供に努めています。感染症対策も継続しながら、全ての療養者さんへ訪問看護サービスが安定的

に供給できる体制を整備しています。 
訪問看護ステーション柏崎は看護師５名体制で業務を行い、開設以来 24 時間 365 日対応体制を維

持しています。その中で、療養者さんの病院では見せないような笑顔を見せてくれるのは、在宅看護

ならではのやりがいのひとつになっています。専門性を活かし、実際の在宅療養において医療と介護

を結ぶ役割を果たしていけるようこれからも努めていきます。 
 

 令和 6（2024）年度訪問看護実績 
 ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均人数 

利用者実人数 66 67 69 68 68 69 72 72 75 69 71 70 836 

介護保険対象者 61 62 63 64 64 64 66 66 69 62 62 61 764 

医療保険対象者 5 5 6 4 4 5 6 6 6 7 9 9 72 

利用者延べ人数 291 303 273 303 275 268 302 297 307 288 265 290 3462 

 
 訪問看護加算届 
  ・介護保険）緊急時訪問看護加算  

特別管理加算 
        看護体制強化加 

サービス提供体制強化加算 
        ターミナルケア加算 

・医療保険）24 時間対応体制加算  
特別管理加算  
ターミナルケア療養費 

 実習受け入れ 
  ・（独）国立病院機構新潟病院付属看護学校 
  ・新潟県立看護大学 
  ・新潟大学医学部 
 ・東京医科大学医学部 
 ・柏崎市消防署救命救急士   
          

【訪問看護ステーション柏崎】
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【柏崎総合医療センター居宅介護支援事業所】 

 

 

令和 6 年度は、ケアマネジャー2 名体制で柏崎地域のご利用者のケアプラン作成を担

ってきました。柏崎市の総人口数は減少傾向が続く中、団塊の世代が 75 歳以上となり、

高齢者の占める割合が増加し、高齢者の単独世帯や高齢夫婦世帯数も増加しています。 

地域社会や家族関係も多様化している中、ご利用者が住み慣れた地域でいつまでも自

分らしく、健やかな生活を続けられるよう、医療・介護・福祉などすべての面で連携や

協力が必要となる事が考えられます。病院併設の居宅介護支援事業所という特色を最大

限に活かし、関連職種、機関との連携や情報共有を図り、高齢者自身が自立支援を行え

るように働きかけ、更なる質の高いケアプランの作成を目指し努めていきます。 

 

 

◆令和 6 年度 居宅介護支援事業所実績          

令和 6 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

要支援 1 5 5 4 4 4 3 4 5 5 5 5 5 54 4.5 

要支援 2 27 25 26 27 27 26 24 23 23 23 23 23 297 24.8 

要介護１ 26 23 26 24 23 23 23 22 22 22 20 21 275 22.9 

要介護２ 17 17 19 19 19 18 17 18 17 18 20 22 221 18.4 

要介護３ 12 10 10 11 10 10 11 11 9 8 7 8 117 9.8 

要介護４ 3 7 7 4 2 3 4 6 7 8 7 9 67 5.6 

要介護５ 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 3 18 1.5 

利用者実績数 92 88 93 90 86 84 84 87 85 86 83 91 1049 87.4 

  
 

【柏崎総合医療センター居宅介護支援事業所】
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【患者サポート室（医療相談）】 

 

 患者サポート室の医療相談部門は医療ソーシャルワーカーと入退院支援看護師で構成し

ています。医療ソーシャルワーカー（社会福祉士、以下ＭＳＷ）は令和 5 年度末に大幅な異

動があり半数以上が入れ替わり６名体制で業務を行いました。 

 入院と外来患者合わせてソーシャルワーク依頼・相談は 1,900 件のケースを対応しまし

た。 

外来の相談数は年々増えており、約 700 件でした。この外来相談数は、当院外来部門や透

析部門からの依頼・相談と地域の関係機関（ケアマネジャー・地域包括支援センター・行政

機関・開業医の先生や他院のＭＳＷ等）からの相談・問い合わせを含んでいます。院内多部

署、関係機関の相談窓口・連携窓口として認知され、その役割を担っています。 

入院患者のソーシャルワーク依頼・相談は約 1,200 件で、ケースのほとんどは「退院に関

する援助」となっています。院内外多職種・多機関との連絡調整はもとより、院内多職種で

の退院支援カンファレンスや、地域包括支援センター・ケアマネージャーとの退院前カンフ

ァレンスなど、数多くのカンファレンスに参加・場の設定をして連携を深めました。細やか

な連絡調整、対面でのカンファレンスなど質の高い支援に繋がっています。 

今年度は患者数減、病棟の休眠もありましたがＭＳＷが関わるケース自体は増えました。

介入数も増えましたが、困難事例も増えています。以前と比べ一つ一つのケースが重篤にな

っている印象があります。それだけ社会構造が変化し、社会的な問題を抱えたまま入院・通

院する患者が増えた結果なのだろうと推察できます。 

これからも院内外の多機関・多職種と協働・連携して丁寧な相談や支援を心がけ、地域連

携やネットワークの構築・強化をして、病院や地域に貢献していきたいと思います。 

 

 

 

【患者サポート室（医療相談室）】
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患者サポート室：病診連携は、事務員2名体制で業務を担っています。 
かかりつけ医の先生との連携を密にし、患者さんが安心して柏崎総合医療センターでの医療を受

けていただけるよう、連絡窓口として円滑な業務の遂行に努めています。初診予約（紹介のみ）・診

療における手続きの医事課への依頼・高額医療機器共同利用（CT・MRI など）検査依頼の中継ぎ業

務・当院受診の患者さんの受診報告及び入院報告・他医療機関への受診、転院、セカンドオピニオ

ン、PET－CT検査の際の予約手続きなどの業務を行っております。 

また、年 3回「つながる＋（プラス）」を発行し、関係医療機関へもお送りさせていただいていま

す。 

病診連携とは、文字通り「病院」と「地域の医療機関」が連携することです。患者さん及び各関

係機関から信頼されるよう、そして病診連携のさらなる促進にスタッフ一同努めていきます。 

 
 
 
 
 
 

【病診連携】
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【柏崎市中地域包括支援センター】
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6

5
1
2

7
7
.5

男
0

0
0

0
2

0
0

0
0

4
5

8
1
0

1
6

1
1

3
0

3
7

2
8

2
7

2
9

2
0
7

7
4
.9

女
0

0
0

0
1

0
0

0
2

0
0

1
8

5
5

1
4

1
7

3
2

4
8

4
7

1
8
0

8
1
.9

総
計

0
0

0
0

3
0

0
0

2
4

5
9

1
8

2
1

1
6

4
4

5
4

6
0

7
5

7
6

3
8
7

7
8
.2

男
0

0
0

0
2

1
5

3
8

7
1
3

1
4

2
5

2
6

5
0

5
6

9
2

7
3

5
6

4
3

4
7
4

7
3

女
0

0
0

0
1

2
2

2
1

2
4

7
6

2
0

1
7

2
8

3
5

5
4

6
8

6
3

3
1
2

7
8
.7

総
計

0
0

0
0

3
3

7
5

9
9

1
7

2
1

3
1

4
6

6
7

8
4

1
2
7

1
2
7

1
2
4

1
0
6

7
8
6

7
5
.3

男
0

0
0

0
0

1
0

0
3

6
1

1
1

2
5

3
0

3
0

3
1

5
2

2
9

1
7

1
9

2
5
5

7
1
.2

女
0

0
0

0
0

2
0

0
1

3
3

4
0

9
2
3

1
7

1
9

2
6

2
3

1
7

1
4
7

7
5
.3

総
計

0
0

0
0

0
3

0
0

4
9

4
1
5

2
5

3
9

5
3

4
8

7
1

5
5

4
0

3
6

4
0
2

7
2
.7

男
0

0
0

0
0

1
3

2
1

8
3

6
7

1
2

1
6

1
7

2
0

3
7

2
1

1
2

1
6
6

7
1
.9

女
0

0
0

0
5

1
0

1
2

4
6

5
5

3
7

1
6

1
9

1
4

3
7

3
2

1
5
7

7
5
.6

総
計

0
0

0
0

5
2

3
3

3
1
2

9
1
1

1
2

1
5

2
3

3
3

3
9

5
1

5
8

4
4

3
2
3

7
3
.7

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

3
2

8
9

5
4

8
4
1

7
7
.3

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

9
5

6
1

2
2
4

7
7
.6

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
3

3
1
7

1
4

1
1

5
1
0

6
5

7
7
.4

男
5
2

9
7

2
5

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
8
5

2
.8

女
6
2

8
0

3
6

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
8
9

2
.8

総
計

1
1
4

1
7
7

6
1

2
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
7
4

2
.8

男
0

0
0

1
7

1
7

5
6

7
1
4

5
1
9

1
8

5
1

4
0

7
4

3
3

1
9

1
9

3
2
6

6
8
.2

女
0

0
0

0
1

1
1

1
4

4
1
1

1
1

1
1

1
3

2
5

4
3

5
0

2
6

3
4

1
5

2
5
1

7
1
.8

総
計

0
0

0
1

8
2

8
6

1
0

1
1

2
5

1
6

3
0

3
1

7
6

8
3

1
2
4

5
9

5
3

3
4

5
7
7

6
9
.8

男
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
2

4
3

5
3

1
1

1
1

1
2

6
1
0

6
8

7
4
.8

女
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3
1

1
5

4
8

1
1

1
4

1
7

6
5

8
0
.5

総
計

0
0

0
1

0
0

0
0

1
0

2
7

4
6

8
1
5

1
9

2
3

2
0

2
7

1
3
3

7
7
.6

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女

0
0

0
0

6
3
6

1
2
0

1
2
7

1
0
5

2
2

2
7

1
4

6
4

2
7

4
4

3
3

4
9
0

3
5
.7

総
計

0
0

0
0

6
3
6

1
2
0

1
2
7

1
0
5

2
2

2
7

1
4

6
4

2
7

4
4

3
3

4
9
0

3
5
.7

男
0

0
0

0
0

0
0

1
0

2
2

3
7

1
6

2
3

3
3

2
4

3
9

1
5

4
1
6
9

7
3
.4

女
0

0
0

0
1

0
0

0
0

3
1

9
3

9
1
4

3
0

3
7

2
0

2
4

6
1
5
7

7
3
.8

総
計

0
0

0
0

1
0

0
1

0
5

3
1
2

1
0

2
5

3
7

6
3

6
1

5
9

3
9

1
0

3
2
6

7
3
.6

男
0

3
2

7
5

4
7

6
8

1
1

2
5

1
5

2
2

3
1

3
2

4
6

3
6

2
6

2
8

1
8

3
3
2

6
3
.3

女
0

1
2

2
4

1
1

2
5

4
4

1
5

1
8

2
8

4
7

4
5

7
6

7
8

7
7

8
7

4
9
7

7
6
.3

総
計

0
4

4
9

9
5

8
8

1
3

1
5

2
9

3
0

4
0

5
9

7
9

9
1

1
1
2

1
0
4

1
0
5

1
0
5

8
2
9

7
1
.1

男
0

0
0

0
0

0
1

0
2

0
1

0
2

0
0

0
2

2
0

0
1
0

5
7
.7

女
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
3

2
1

3
2

1
3

0
1
6

6
9
.6

総
計

0
0

0
0

0
0

1
1

2
0

1
0

5
2

1
3

4
3

3
0

2
6

6
5

男
0

1
0

1
0

3
2

1
8

4
1
0

1
6

1
9

2
8

3
0

4
3

4
9

3
5

2
5

1
8

2
9
3

6
9
.3

女
0

0
0

0
0

0
0

2
0

2
5

6
1

5
1

8
1
2

6
1
1

1
3

7
2

7
3
.5

総
計

0
1

0
1

0
3

2
3

8
6

1
5

2
2

2
0

3
3

3
1

5
1

6
1

4
1

3
6

3
1

3
6
5

7
0
.1

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
1

0
0

0
3

6
3

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
2

8
8

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

1
1

0
1

5
7
3

男
6
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
6

0
女

7
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7
4

0
総

計
1
4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
4
0

0
男

0
0

0
1

0
2

0
0

0
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

5
3
0
.8

女
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
2

1
0

0
5

6
4
.6

総
計

0
0

0
1

0
3

0
0

0
1

0
1

0
0

1
0

2
1

0
0

1
0

4
7
.7

男
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
1

1
1

1
1

0
7

6
4
.7

女
0

0
0

0
0

1
0

1
0

1
0

0
1

0
0

0
1

0
0

0
5

4
4
.6

総
計

0
0

0
0

0
1

0
1

2
1

0
0

1
0

1
1

2
1

1
0

1
2

5
6
.3

男
1
1
8

1
0
1

2
7

2
1

2
0

1
4

2
8

2
0

4
1

5
1

7
6

8
9

1
4
5

2
0
0

2
7
2

3
5
2

4
7
1

3
6
4

2
6
9

2
3
1

2
9
1
0

6
5
.2

女
1
3
6

8
1

3
8

1
4

2
0

4
6

1
2
8

1
3
9

1
2
5

4
5

6
6

8
2

6
8

1
0
4

1
6
3

2
3
1

3
2
1

3
0
1

3
8
6

3
5
8

2
8
5
2

6
2
.5

総
計

2
5
4

1
8
2

6
5

3
5

4
0

6
0

1
5
6

1
5
9

1
6
6

9
6

1
4
2

1
7
1

2
1
3

3
0
4

4
3
5

5
8
3

7
9
2

6
6
5

6
5
5

5
8
9

5
7
6
2

6
3
.9

眼
科

2
0
2
4
年
度
　
診
療
科
別
・
年
齢
階
層
別
・
性
別
　
統
計
（
入
院
）

呼
吸
器

循
環
器

消
化
器

腎
臓

糖
尿
病

血
液

小
児
科

外
科

脳
外
科

産
婦
人
科

ナ
イ
ト
ベ
ッ
ド

総
数

整
形
外
科

皮
膚
科

泌
尿
器
科

歯
科

新
生
児

睡
眠
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診
療

科
対

象
1
～

7
日

8
～

1
5
日

1
5
～

3
1
日

3
1
～

6
0
日

6
1
～

9
0
日

9
1
～

1
8
0
日

1
8
1
日

～
1
年

1
年

～
総

数
平

均
日

数

男
7
9

8
3

8
4

4
5

1
1

1
0

0
3
0
3

1
9

女
6
1

5
2

6
3

3
0

2
0

1
0

2
0
9

1
7
.8

総
計

1
4
0

1
3
5

1
4
7

7
5

1
3

1
1

0
5
1
2

1
8
.5

男
7
0

6
1

5
0

1
9

2
5

0
0

2
0
7

1
7
.6

女
4
9

5
3

4
8

2
4

5
1

0
0

1
8
0

1
8
.4

総
計

1
1
9

1
1
4

9
8

4
3

7
6

0
0

3
8
7

1
8

男
1
7
4

1
2
3

9
8

5
6

2
1

2
0

0
4
7
4

1
7
.9

女
1
2
0

8
3

5
5

4
4

7
3

0
0

3
1
2

1
6
.9

総
計

2
9
4

2
0
6

1
5
3

1
0
0

2
8

5
0

0
7
8
6

1
7
.5

男
1
2
2

4
1

4
7

2
7

1
3

5
0

0
2
5
5

1
7
.2

女
4
8

3
0

3
6

2
6

4
2

1
0

1
4
7

2
0
.2

総
計

1
7
0

7
1

8
3

5
3

1
7

7
1

0
4
0
2

1
8
.3

男
3
3

5
3

4
2

3
1

5
2

0
0

1
6
6

2
0
.6

女
3
9

4
5

4
5

2
5

2
1

0
0

1
5
6

1
8
.3

総
計

7
2

9
8

8
7

5
6

7
3

0
0

3
2
2

1
9
.5

男
1
3

1
5

1
2

1
0

0
0

0
4
1

1
1
.3

女
6

1
0

3
5

0
0

0
0

2
4

1
6

総
計

1
9

2
5

1
5

6
0

0
0

0
6
5

1
3
.1

男
1
5
9

2
2

4
0

0
0

0
0

1
8
5

5
.2

女
1
5
7

3
0

2
0

0
0

0
0

1
8
9

5
.2

総
計

3
1
6

5
2

6
0

0
0

0
0

3
7
4

5
.2

男
1
9
0

8
1

3
8

9
5

3
0

0
3
2
6

1
0
.6

女
1
0
4

9
8

3
1

1
4

4
0

0
0

2
5
1

1
1
.8

総
計

2
9
4

1
7
9

6
9

2
3

9
3

0
0

5
7
7

1
1
.1

男
1
5

1
1

1
0

5
5

1
5

7
0

6
8

6
2
.7

女
1
0

8
8

1
0

7
1
5

6
1

6
5

8
6
.2

総
計

2
5

1
9

1
8

1
5

1
2

3
0

1
3

1
1
3
3

7
4
.2

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女

2
4
7

2
0
7

2
3

8
3

2
0

0
4
9
0

8
.8

総
計

2
4
7

2
0
7

2
3

8
3

2
0

0
4
9
0

8
.8

男
1
6
8

1
0

0
0

0
0

0
1
6
9

4
.2

女
1
5
7

0
0

0
0

0
0

0
1
5
7

4
.3

総
計

3
2
5

1
0

0
0

0
0

0
3
2
6

4
.3

男
1
1
1

4
4

8
8

5
6

2
3

9
1

0
3
3
2

2
4
.3

女
1
1
4

3
9

1
3
7

1
3
0

5
7

1
9

1
0

4
9
7

3
2

総
計

2
2
5

8
3

2
2
5

1
8
6

8
0

2
8

2
0

8
2
9

2
8
.9

男
7

3
0

0
0

0
0

0
1
0

5
.5

女
7

7
2

0
0

0
0

0
1
6

8
.1

総
計

1
4

1
0

2
0

0
0

0
0

2
6

7
.1

男
2
0
9

4
7

2
7

7
2

0
1

0
2
9
3

8
.4

女
4
0

1
4

8
6

4
0

0
0

7
2

1
4
.5

総
計

2
4
9

6
1

3
5

1
3

6
0

1
0

3
6
5

9
.6

男
1

2
0

0
0

0
0

0
3

7
女

0
1

0
1

0
0

0
0

2
2
6

総
計

1
3

0
1

0
0

0
0

5
1
4
.6

男
3
3

3
3

0
0

0
0

0
0

6
6

7
.8

女
4
2

3
2

0
0

0
0

0
0

7
4

7
.7

総
計

7
5

6
5

0
0

0
0

0
0

1
4
0

7
.8

男
5

0
0

0
0

0
0

0
5

2
女

5
0

0
0

0
0

0
0

5
2

総
計

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

2
男

7
0

0
0

0
0

0
0

7
1
.4

女
5

0
0

0
0

0
0

0
5

1
.4

総
計

1
2

0
0

0
0

0
0

0
1
2

1
.4

男
1
3
9
6

6
2
0

5
0
0

2
5
6

8
7

4
2

9
0

2
9
1
0

1
6

女
1
2
1
1

7
0
9

4
6
1

3
2
3

9
5

4
3

9
0

2
8
5
2

1
7
.8

総
計

2
6
0
7

1
3
2
9

9
6
1

5
7
9

1
8
2

8
5

1
8

0
5
7
6
2

1
6
.9

ナ
イ
ト
ベ
ッ
ド

総
数

整
形
外
科

皮
膚

科

泌
尿
器
科

歯
科

新
生
児

睡
眠

眼
科

2
0
2
4
年

度
　
診

療
科

別
・
在

院
日

数
別

・
性

別
　
統

計
（
入

院
）

呼
吸

器

循
環

器

消
化

器

腎
臓

糖
尿

病

血
液

小
児

科

外
科

脳
外

科

産
婦
人
科
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コ
ー

ド
国

際
疾

病
分

類
対

象
呼

吸
器

循
環

器
消

化
器

腎
臓

糖
尿

病
血

液
皮

膚
科

泌
尿

器
科

歯
科

睡
眠

ナ
イ

ト
ベ

ッ
ド

小
児

科
外

科
脳

外
科

産
婦

人
科

眼
科

整
形

外
科

新
生

児
総

数

男
1
2

2
2
2

8
8

1
1

7
0

0
0

1
9

5
0

0
0

0
0

8
5

女
1
3

2
1
6

1
1

4
0

2
8

0
0

1
1
0

1
0

0
0

0
0

6
8

総
計

2
5

4
3
8

1
9

1
2

1
3

1
5

0
0

1
2
9

6
0

0
0

0
0

1
5
3

男
3
8

2
1
5
9

5
5

1
2

2
9
5

0
0

0
0

9
7

0
0

0
6

0
4
2
1

女
2
7

1
8
7

6
7

9
0

1
4

1
0

1
0

1
2
8

2
7
5

0
8

0
3
6
6

総
計

6
5

3
2
4
6

1
1

1
2

2
1

2
1
0
9

1
0

1
0

2
2
5

2
7
5

0
1
4

0
7
8
7

男
2

1
3

3
6

6
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
1

0
2
5

女
0

2
1

1
1

1
0

0
0

0
0

1
5

0
1

0
0

0
1
3

総
計

2
3

4
4

7
7

0
0

0
0

0
4

5
0

1
0

1
0

3
8

男
9

1
3

6
6

3
6

1
0

2
0

0
0

2
1

1
0

0
1

0
7
7

女
7

3
8

4
3
3

0
0

1
0

0
0

1
0

0
0

0
1

0
5
8

総
計

1
6

1
6

1
4

1
0

6
9

1
0

3
0

0
0

3
1

1
0

0
2

0
1
3
5

男
1

0
1

1
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
6

女
1

3
1

1
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
8

総
計

2
3

2
2

3
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
0

1
4

男
8

0
2

1
4

1
0

0
0

5
0

0
0

4
0

0
5

0
3
0

女
4

1
1

1
1

0
0

0
0

5
0

1
0

2
0

0
5

0
2
1

総
計

1
2

1
3

2
5

1
0

0
0

1
0

0
1

0
6

0
0

1
0

0
5
1

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
6
7

0
0

1
6
7

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5
5

0
0

1
5
5

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
2
2

0
0

3
2
2

男
0

0
1

3
3

0
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
0

0
1
3

女
5

4
1

0
8

0
0

0
0

0
0

3
0

0
1

0
2

0
2
5

総
計

5
4

2
3

1
1

0
0

0
0

0
0

9
0

0
1

0
2

0
3
8

男
1
5

1
4
0

6
2
8

9
0

0
1

0
0

1
0

0
4
0

0
0

2
0

2
4
2

女
1
8

1
3
0

1
0

2
1

1
3

0
0

0
0

0
1

0
0

4
9

0
0

1
0

2
4
3

総
計

3
3

2
7
0

1
6

4
9

2
2

0
0

1
0

0
2

0
0

8
9

0
0

3
0

4
8
5

男
1
4
2

2
6

2
1

1
0

2
7

4
0

0
0

0
0

8
2

0
0

0
0

0
0

3
1
2

女
8
9

1
5

1
6

1
2

2
2

1
0

1
0

0
0

8
9

0
0

0
0

0
0

2
4
5

総
計

2
3
1

4
1

3
7

2
2

4
9

5
0

1
0

0
0

1
7
1

0
0

0
0

0
0

5
5
7

男
2

2
2
1
9

1
2

5
0

0
1

2
0

1
0

1
8
2

0
0

0
1

0
4
2
7

女
6

1
1
3
1

9
1
0

0
0

0
0

0
0

0
9
5

0
0

0
1

0
2
5
3

総
計

8
3

3
5
0

2
1

1
5

0
0

1
2

0
1

0
2
7
7

0
0

0
2

0
6
8
0

男
1

0
0

2
1

1
6

1
1

0
0

2
0

0
0

0
5

0
2
0

女
2

0
0

2
2

0
1
1

0
1

0
0

1
2

0
0

0
5

0
2
6

総
計

3
0

0
4

3
1

1
7

1
2

0
0

3
2

0
0

0
1
0

0
4
6

男
4

1
6

5
7

2
0

1
0

0
0

5
0

0
0

0
7
9

0
1
1
0

女
3

1
1

5
1

0
0

0
0

0
0

5
0

0
0

0
8
7

0
1
0
3

総
計

7
2

7
1
0

8
2

0
1

0
0

0
1
0

0
0

0
0

1
6
6

0
2
1
3

男
6

5
6

5
2

1
1

0
0

1
7
5

0
0

1
0

3
0

0
0

0
0

2
5
9

女
1
2

6
9

2
6

2
6

2
0

4
6

0
0

2
2

2
0

3
6

0
0

0
1
6
9

総
計

1
8

1
1

1
5

7
8

3
7

2
0

2
2
1

0
0

3
2

5
0

3
6

0
0

0
4
2
8

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
6
6

0
0

0
3
6
6

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6
6

0
0

0
3
6
6

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
9

0
0

0
0

0
0

3
9

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
6

0
0

0
0

0
0

4
6

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8
5

0
0

0
0

0
0

8
5

男
0

0
0

3
0

0
0

1
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
5

女
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
1

0
5

総
計

0
0

0
5

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

1
1

1
0

1
0

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
0

0
6

女
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

総
計

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
6

0
0

0
0

0
0

7
男

4
6

4
1
0
3

7
1

1
1

0
0

4
5

3
2
3

0
2

2
0
3

0
3
6
7

女
5

9
9

4
2

1
0

3
1

0
0

0
2

0
1
0

4
1

3
4
4

0
4
3
1

総
計

9
1
5

1
3

1
4
5

8
1

4
2

0
0

4
7

3
3
3

4
3

5
4
7

0
7
9
8

男
2
1

7
5

1
2

5
0

0
0

0
0

0
1

1
0

0
0

0
0

5
2

女
1
3

2
5

4
4

0
0

1
0

0
0

4
0

0
1

0
0

0
3
4

総
計

3
4

9
1
0

1
6

9
0

0
1

0
0

0
5

1
0

1
0

0
0

8
6

男
3
8

2
1
3

1
3
0

1
2

0
8

0
0

0
1
4

3
3

0
0

0
2
8

6
6

2
4
5

女
4

0
1
5

0
2
2

1
1

0
0

0
0

0
2
3

1
7

2
4

0
4
2

7
4

2
1
4

総
計

4
2

2
2
8

1
5
2

2
3

0
8

0
0

0
3
7

5
0

2
4

0
7
0

1
4
0

4
5
9

男
3
0
3

2
0
7

4
7
4

2
5
5

1
6
6

4
1

1
0

2
9
3

3
5

7
1
8
5

3
2
6

6
8

0
1
6
9

3
3
2

6
6

2
9
1
0

女
2
0
9

1
8
0

3
1
2

1
4
7

1
5
7

2
4

1
6

7
2

2
5

5
1
8
9

2
5
1

6
5

4
9
0

1
5
7

4
9
7

7
4

2
8
5
2

総
計

5
1
2

3
8
7

7
8
6

4
0
2

3
2
3

6
5

2
6

3
6
5

5
1
0

1
2

3
7
4

5
7
7

1
3
3

4
9
0

3
2
6

8
2
9

1
4
0

5
7
6
2

総
数

S
0
0
～

T
9
8

Ⅹ
Ⅸ

　
　

損
傷

、
中

毒
及

び
そ

の
  
  
  
  
  
 他

の
外

因
の

影
響

U
0
0
～

U
8
9

Ⅹ
Ⅹ

Ⅱ
　

特
殊

目
的

用
コ

ー
ド

Z
0
0
～

Z
9
9

Ⅹ
Ⅹ

Ⅰ
　

健
康

状
態

に
影

響
を

  
  
  
  
  
  
及

ぼ
す

要
因

及
び

  
  
  
  
  
  
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

P
0
0
～

P
9
6

Ⅹ
Ⅵ

　
　

周
産

期
に

発
生

し
た

病
態

Q
0
0
～

Q
9
9

Ⅹ
Ⅶ

　
　

先
天

奇
形

、
変

形
及

び
  
  
  
  
  
 染

色
体

異
常

R
0
0
～

R
9
9

Ⅹ
Ⅷ

　
　

症
状

、
徴

候
及

び
異

常
  
  
  
  
  
 臨

床
所

見
・
異

常
検

査
所

見
  
  
  
  
  
 で

他
に

分
類

さ
れ

な
い

も
の

M
0
0
～

M
9
9

Ⅹ
Ⅲ

　
　

筋
骨

格
系

及
び

結
合

  
  
  
  
  
 組

織
の

疾
患

N
0
0
～

N
9
9

Ⅹ
Ⅳ

　
　

腎
尿

路
生

殖
器

系
の

疾
患

O
0
0
～

O
9
9

Ⅹ
Ⅴ

　
　

妊
娠

、
分

娩
及

び
産

褥

J
0
0
～

J
9
9

Ⅹ
　

　
　

呼
吸

器
系

の
疾

患

K
0
0
～

K
9
3

Ⅹ
Ⅰ

　
　

消
化

器
系

の
疾

患

L
0
0
～

L
9
9

Ⅹ
Ⅱ

　
　

皮
膚

及
び

皮
下

組
織

の
  
  
  
  
  
 疾

患

H
0
0
～

H
5
9

Ⅶ
　

　
　

眼
及

び
付

属
器

の
疾

患

H
6
0
～

H
9
5

Ⅷ
　

　
　

耳
及

び
乳

様
突

起
の

疾
患

I0
0
～

I9
9

Ⅸ
　

　
　

循
環

器
系

の
疾

患

E
0
0
～

E
9
0

Ⅳ
　

　
　

内
分

泌
、

栄
養

及
び

代
謝

  
  
  
  
  
疾

患

F
0
0
～

F
9
9

Ⅴ
　

　
　

精
神

及
び

行
動

の
障

害

G
0
0
～

G
9
9

Ⅵ
　

　
　

神
経

系
の

疾
患

D
5
0
～

D
8
9

Ⅲ
　

　
　

血
液

及
び

造
血

器
の

疾
患

  
  
  
  
  
並

び
に

免
疫

機
構

の
障

害

2
0
2
4
年

度
　

国
際

疾
病

分
類

　
大

分
類

別
・
診

療
科

別
・
性

別
　

統
計

（
入

院
）

A
0
0
～

B
9
9

Ⅰ
　

　
　

感
染

症
及

び
寄

生
虫

症

C
0
0
～

D
4
8

Ⅱ
　

　
　

新
生

物
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コ
ー

ド
国

際
疾

病
分

類
対

象
0
～

0
歳

1
～

4
歳

5
～

9
歳

1
0
～

1
4
歳

1
5
～

1
9
歳

2
0
～

2
4
歳

2
5
～

2
9
歳

3
0
～

3
4
歳

3
5
～

3
9
歳

4
0
～

4
4
歳

4
5
～

4
9
歳

5
0
～

5
4
歳

5
5
～

5
9
歳

6
0
～

6
4
歳

6
5
～

6
9
歳

7
0
～

7
4
歳

7
5
～

7
9
歳

8
0
～

8
4
歳

8
5
～

8
9
歳

9
0
歳

～
総

数
平

均
年

齢

男
2

9
5

3
2

1
2

1
3

3
2

0
2

4
4

3
2
3

4
5

7
5
4

8
5

女
4

4
2

0
0

2
4

0
0

1
4

3
3

3
2

5
5

6
9

1
1

6
0
.2

6
8

総
計

6
1
3

7
3

2
3

6
1

3
4

6
3

5
7

6
8

2
8

1
0

1
4

1
8

5
6
.7

1
5
3

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
3

6
1
2

1
9

4
7

8
1

1
0
3

7
3

4
8

2
8

7
6

4
2
1

女
0

0
0

1
0

3
3

3
1
1

1
3

3
1

1
4

1
7

2
0

2
7

4
4

6
1

4
3

4
4

3
1

6
9
.8

3
6
6

総
計

0
0

0
1

0
3

3
3

1
1

1
4

3
4

2
0

2
9

3
9

7
4

1
2
5

1
6
4

1
1
6

9
2

5
9

7
3
.1

7
8
7

男
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
3

3
4

4
5

1
6
8
.3

2
5

女
0

0
1

0
0

0
0

1
0

0
0

1
0

0
2

2
3

0
1

2
6
6
.9

1
3

総
計

0
3

1
0

0
0

0
1

0
0

0
1

1
1

5
5

7
4

6
3

6
7
.8

3
8

男
0

2
0

0
0

0
0

1
1

3
3

2
2

6
9

1
0

9
1
2

6
1
2

7
1
.3

7
7

女
0

0
1

0
1

0
0

1
1

2
3

2
2

0
6

7
4

4
1
1

1
3

7
3
.3

5
8

総
計

0
2

1
0

1
0

0
2

2
5

6
4

4
6

1
5

1
7

1
3

1
6

1
7

2
5

7
2
.1

1
3
5

男
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
0

1
1

1
6
4
.3

6
女

0
1

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

1
0

1
1

2
0

5
9
.4

8
総

計
0

1
0

0
1

0
0

0
2

1
0

0
0

0
1

1
1

2
3

1
6
1
.5

1
4

男
0

0
0

1
0

3
0

0
0

1
3

2
1

3
2

4
4

2
3

1
6
1
.7

3
0

女
0

0
0

1
0

1
0

0
0

0
0

1
0

1
4

2
5

2
2

2
6
9
.8

2
1

総
計

0
0

0
2

0
4

0
0

0
1

3
3

1
4

6
6

9
4

5
3

6
5

5
1

男
0

0
0

0
0

0
0

1
0

2
2

3
7

1
5

2
3

3
3

2
4

3
9

1
4

4
7
3
.4

1
6
7

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
1

9
3

9
1
4

3
0

3
7

1
9

2
4

6
7
4
.1

1
5
5

総
計

0
0

0
0

0
0

0
1

0
5

3
1
2

1
0

2
4

3
7

6
3

6
1

5
8

3
8

1
0

7
3
.7

3
2
2

男
0

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

2
1

0
1

0
2

0
3
9
.2

1
3

女
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2

1
0

0
5

3
6

2
6
7
.7

2
5

総
計

0
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

3
3

1
0

6
3

8
2

5
7
.9

3
8

男
0

0
0

0
0

0
0

0
2

6
5

9
1
1

1
8

1
7

3
5

3
9

3
9

2
4

3
7

7
5

2
4
2

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
8

7
1
0

1
8

2
3

4
3

5
9

7
0

8
2
.6

2
4
3

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

2
6

5
1
4

1
9

2
5

2
7

5
3

6
2

8
2

8
3

1
0
7

7
8
.8

4
8
5

男
5

5
3

1
6

8
2

1
2

1
1

0
0

4
4

8
1
2

2
0

4
3

4
1

4
7

4
4

5
9
.5

3
1
2

女
5

5
1

2
3

1
0

2
0

1
2

4
0

3
2

1
2

7
8

1
9

1
7

4
1

4
7

5
2
.9

2
4
5

総
計

1
0

1
0
4

3
9

1
8

4
1

3
3

5
0

3
6

5
1
0

1
9

2
8

6
2

5
8

8
8

9
1

5
6
.6

5
5
7

男
0

0
0

1
8

2
1
2

8
1
2

8
1
9

1
7

2
9

2
7

6
3

3
9

7
1

4
9

3
4

2
8

6
7
.3

4
2
7

女
0

0
0

0
2

1
1

3
5

2
4

1
2

8
1
2

1
6

2
5

3
5

3
2

5
2

4
3

7
5
.9

2
5
3

総
計

0
0

0
1

1
0

3
1
3

1
1

1
7

1
0

2
3

2
9

3
7

3
9

7
9

6
4

1
0
6

8
1

8
6

7
1

7
0
.5

6
8
0

男
0

1
1

0
1

1
1

0
1

0
3

2
3

1
0

2
2

1
0

0
4
8
.4

2
0

女
0

1
0

0
1

0
0

1
0

1
0

1
2

1
3

3
4

2
4

2
6
7
.3

2
6

総
計

0
2

1
0

2
1

1
1

1
1

3
3

5
2

3
5

6
3

4
2

5
9

4
6

男
0

4
1

0
0

0
0

1
4

1
5

4
3

1
0

1
1

1
5

1
8

1
8

1
1

4
6
7
.8

1
1
0

女
0

3
2

0
0

0
0

0
1

1
4

0
3

7
1
1

1
0

2
3

1
8

1
5

5
7
1
.4

1
0
3

総
計

0
7

3
0

0
0

0
1

5
2

9
4

6
1
7

2
2

2
5

4
1

3
6

2
6

9
6
9
.6

2
1
3

男
0

1
0

1
0

2
1

1
9

6
1
1

1
3

1
9

3
0

2
9

2
7

3
3

3
2

2
7

1
7

6
8
.6

2
5
9

女
1

0
1

0
1

5
2

5
9

1
0

9
1
1

1
9

6
1
2

1
3

1
5

3
4

2
5

6
8
.1

1
6
9

総
計

1
1

1
1

1
7

3
6

1
8

1
6

2
0

2
4

2
0

3
9

3
5

3
9

4
6

4
7

6
1

4
2

6
8
.4

4
2
8

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女

0
0

0
0

6
3
1

1
1
3

1
2
1

8
9

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
0
.8

3
6
6

総
計

0
0

0
0

6
3
1

1
1
3

1
2
1

8
9

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
0
.8

3
6
6

男
3
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
9

女
4
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
6

総
計

8
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
5

男
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

1
1

0
0

0
0

0
4
2
.2

5
女

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

1
1

0
0

5
6
.6

5
総

計
1

0
0

0
1

0
1

0
0

1
0

0
1

2
1

0
1

1
0

0
4
9
.4

1
0

男
0

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
.8

6
女

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

6
0

1
総

計
0

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1
0
.1

7
男

1
6

3
5

6
2

5
5

8
1
2

1
7

2
2

3
4

3
9

3
1

4
7

5
4

2
6

2
3

2
1

6
3
.6

3
6
7

女
1

2
1

2
5

1
3

2
2

1
4

1
3

1
1

2
3

4
2

3
9

4
7

7
5

6
7

9
0

7
6
.8

4
3
1

総
計

2
8

4
7

1
1

3
8

7
1
0

1
3

2
1

3
5

4
5

6
2

7
3

8
6

1
0
1

1
0
1

9
0

1
1
1

7
0
.7

7
9
8

男
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

3
3

1
0

4
7

1
2

1
1

7
9
.4

5
2

女
2

1
1

0
1

0
0

0
1

1
0

0
0

1
2

1
4

1
1
0

8
7
0
.4

3
4

総
計

2
2

1
0

1
0

0
0

1
1

0
0

1
4

5
1
1

8
8

2
2

1
9

7
5
.9

8
6

男
7
0

9
1

2
0

2
4

1
0

7
3

5
1
4

1
3

1
6

2
1

3
9

1
6

7
1
5

4
6
.7

2
4
5

女
7
7

1
5

6
0

0
1

1
0

0
3

3
5

7
6

1
0

2
5

3
0

1
9

5
1

3
8
.7

2
1
4

総
計

1
4
7

2
4

7
2

0
3

5
1

0
1
0

6
1
0

2
1

1
9

2
6

4
6

6
9

3
5

1
2

1
6

4
3

4
5
9

男
1
1
8

1
0
1

2
7

2
1

2
0

1
4

2
8

2
0

4
1

5
1

7
6

8
9

1
4
5

2
0
0

2
7
2

3
5
1

4
7
1

3
6
4

2
6
9

2
3
1

6
5
.2

2
9
1
0

女
1
3
6

8
1

3
8

1
4

2
0

4
5

1
2
8

1
3
9

1
2
5

4
5

6
6

8
2

6
8

1
0
4

1
6
3

2
3
1

3
2
0

3
0
1

3
8
6

3
5
8

6
2
.5

2
8
5
2

総
計

2
5
4

1
8
2

6
5

3
5

4
0

5
9

1
5
6

1
5
9

1
6
6

9
6

1
4
2

1
7
1

2
1
3

3
0
4

4
3
5

5
8
2

7
9
1

6
6
5

6
5
5

5
8
9

6
3
.9

5
7
6
2

総
数

S
0
0
～

T
9
8

Ⅹ
Ⅸ

　
　

損
傷

、
中

毒
及

び
そ

の
  

  
  

  
  

 他
の

外
因

の
影

響

U
0
0
～

U
8
9

Ⅹ
Ⅹ

Ⅱ
　

特
殊

目
的

用
コ

ー
ド

Z
0
0
～

Z
9
9

Ⅹ
Ⅹ

Ⅰ
　

健
康

状
態

に
影

響
を

　
　

　
　

 　
及

ぼ
す

要
因

及
び

　
　

　
　

　
 保

健
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

P
0
0
～

P
9
6

Ⅹ
Ⅵ

　
　

周
産

期
に

発
生

し
た

病
態

Q
0
0
～

Q
9
9

Ⅹ
Ⅶ

　
　

先
天

奇
形

、
変

形
及

び
  

  
  

  
  

 染
色

体
異

常

R
0
0
～

R
9
9

Ⅹ
Ⅷ

　
　

症
状

、
徴

候
及

び
異

常
  

  
  

  
  

 臨
床

所
見

・
異

常
検

査
所

見
  

  
  

  
  

 で
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の

M
0
0
～

M
9
9

Ⅹ
Ⅲ

　
　

筋
骨

格
系

及
び

結
合

  
  

  
  

  
 組

織
の

疾
患

N
0
0
～

N
9
9

Ⅹ
Ⅳ

　
　

腎
尿

路
生

殖
器

系
の

疾
患

O
0
0
～

O
9
9

Ⅹ
Ⅴ

　
　

妊
娠

、
分

娩
及

び
産

褥

J
0
0
～

J
9
9

Ⅹ
　

　
　

呼
吸

器
系

の
疾

患

K
0
0
～

K
9
3

Ⅹ
Ⅰ

　
　

消
化

器
系

の
疾

患

L
0
0
～

L
9
9

Ⅹ
Ⅱ

　
　

皮
膚

及
び

皮
下

組
織

の
  

  
  

  
  

 疾
患

H
0
0
～

H
5
9

Ⅶ
　

　
　

眼
及

び
付

属
器

の
疾

患

H
6
0
～

H
9
5

Ⅷ
　

　
　

耳
及

び
乳

様
突

起
の

疾
患

I0
0
～

I9
9

Ⅸ
　

　
　

循
環

器
系

の
疾

患

E
0
0
～

E
9
0

Ⅳ
　

　
　

内
分

泌
、

栄
養

及
び

  
  

  
  

  
代

謝
疾

患

F
0
0
～

F
9
9

Ⅴ
　

　
　

精
神

及
び

行
動

の
障

害

G
0
0
～

G
9
9

Ⅵ
　

　
　

神
経

系
の

疾
患

D
5
0
～

D
8
9

Ⅲ
　

　
　

血
液

及
び

造
血

器
の

疾
患

  
  

  
  

  
並

び
に

免
疫

機
構

の
障

害

2
0
2
4
年

度
　

国
際

疾
病

分
類

　
大

分
類

別
・
年

齢
階

層
別

・
性

別
　

統
計

（
入

院
）

A
0
0
～

B
9
9

Ⅰ
　

　
　

感
染

症
及

び
寄

生
虫

症

C
0
0
～

D
4
8

Ⅱ
　

　
　

新
生

物
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コ
ー

ド
国

際
疾

病
分

類
対

象
1
～

7
日

8
～

1
5
日

1
5
～

3
1
日

3
1
～

6
0
日

6
1
～

9
0
日

9
1
～

1
8
0
日

1
8
1
日

～
1
年

1
年

～
総

数
平

均
日

数

男
4
1

2
3

1
6

4
1

0
0

0
8
5

1
1
.3

女
2
6

1
6

1
6

9
1

0
0

0
6
8

1
6
.6

総
計

6
7

3
9

3
2

1
3

2
0

0
0

1
5
3

1
3
.6

男
1
9
2

9
1

8
3

4
1

1
2

2
0

0
4
2
1

1
5

女
1
5
3

1
2
2

4
8

3
3

8
2

0
0

3
6
6

1
4

総
計

3
4
5

2
1
3

1
3
1

7
4

2
0

4
0

0
7
8
7

1
4
.5

男
5

1
0

8
1

1
0

0
0

2
5

1
5
.7

女
6

3
1

3
0

0
0

0
1
3

1
4

総
計

1
1

1
3

9
4

1
0

0
0

3
8

1
5
.1

男
1
7

1
9

2
0

1
6

4
2

0
0

7
8

2
5
.3

女
1
7

1
7

1
4

9
1

0
0

0
5
8

1
8

総
計

3
4

3
6

3
4

2
5

5
2

0
0

1
3
6

2
2
.2

男
5

0
1

0
0

0
0

0
6

8
.7

女
4

0
0

3
1

0
0

0
8

2
3
.3

総
計

9
0

1
3

1
0

0
0

1
4

1
7

男
2
2

3
2

3
0

0
0

0
3
0

7
.8

女
1
6

2
1

2
0

0
0

0
2
1

7
.1

総
計

3
8

5
3

5
0

0
0

0
5
1

7
.5

男
1
6
6

1
0

0
0

0
0

0
1
6
7

4
.3

女
1
5
5

0
0

0
0

0
0

0
1
5
5

4
.3

総
計

3
2
1

1
0

0
0

0
0

0
3
2
2

4
.3

男
9

2
2

0
0

0
0

0
1
3

7
.2

女
1
9

4
1

0
1

0
0

0
2
5

9
.1

総
計

2
8

6
3

0
1

0
0

0
3
8

8
.5

男
6
8

5
0

6
4

2
6

9
1
9

6
0

2
4
2

3
1
.2

女
5
2

4
7

7
2

4
0

9
1
5

7
1

2
4
3

3
7
.3

総
計

1
2
0

9
7

1
3
6

6
6

1
8

3
4

1
3

1
4
8
5

3
4
.2

男
1
1
1

7
4

6
5

4
8

1
3

1
0

0
3
1
2

1
8
.8

女
1
0
7

4
9

5
2

3
2

4
0

1
0

2
4
5

1
5
.8

総
計

2
1
8

1
2
3

1
1
7

8
0

1
7

1
1

0
5
5
7

1
7
.5

男
1
9
9

1
3
3

6
1

2
1

1
0

3
0

0
4
2
7

1
3

女
7
9

9
7

4
4

2
5

5
3

0
0

2
5
3

1
6
.2

総
計

2
7
8

2
3
0

1
0
5

4
6

1
5

6
0

0
6
8
0

1
4
.2

男
9

8
3

0
0

0
0

0
2
0

9
女

8
5

8
5

0
0

0
0

2
6

1
5
.9

総
計

1
7

1
3

1
1

5
0

0
0

0
4
6

1
2
.9

男
1
9

1
5

5
0

1
7

5
4

0
0

1
1
0

2
4
.8

女
1
6

1
0

5
5

1
6

2
3

1
0

1
0
3

2
7

総
計

3
5

2
5

1
0
5

3
3

7
7

1
0

2
1
3

2
5
.9

男
1
5
3

5
0

3
1

1
5

7
3

0
0

2
5
9

1
2
.2

女
7
3

4
4

3
1

1
6

4
1

0
0

1
6
9

1
4
.3

総
計

2
2
6

9
4

6
2

3
1

1
1

4
0

0
4
2
8

1
3

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女

1
7
9

1
6
2

1
7

6
1

1
0

0
3
6
6

8
.6

総
計

1
7
9

1
6
2

1
7

6
1

1
0

0
3
6
6

8
.6

男
2
7

1
2

0
0

0
0

0
0

3
9

5
.8

女
2
6

2
0

0
0

0
0

0
0

4
6

7
.3

総
計

5
3

3
2

0
0

0
0

0
0

8
5

6
.6

男
3

1
1

0
0

0
0

0
5

8
.6

女
3

0
1

1
0

0
0

0
5

1
4

総
計

6
1

2
1

0
0

0
0

1
0

1
1
.3

男
6

0
0

0
0

0
0

0
6

3
.5

女
1

0
0

0
0

0
0

0
1

2
総

計
7

0
0

0
0

0
0

0
7

3
.3

男
1
9
2

4
4

5
5

4
7

2
2

4
3

0
3
6
7

1
8
.7

女
1
1
9

4
5

8
1

1
1
6

5
6

1
4

0
0

4
3
1

3
0
.5

総
計

3
1
1

8
9

1
3
6

1
6
3

7
8

1
8

3
0

7
9
8

2
5
.1

男
1
3

1
6

1
5

7
1

0
0

0
5
2

1
7
.8

女
1
4

8
9

3
0

0
0

0
3
4

1
4
.5

総
計

2
7

2
4

2
4

1
0

1
0

0
0

8
6

1
6
.5

男
1
3
8

6
8

2
3

1
0

2
4

0
0

2
4
5

1
1
.5

女
1
3
6

5
8

1
0

4
2

4
0

0
2
1
4

1
0
.5

総
計

2
7
4

1
2
6

3
3

1
4

4
8

0
0

4
5
9

1
1

男
1
3
9
5

6
2
0

5
0
0

2
5
6

8
7

4
2

9
0

2
9
1
0

1
6
.1

女
1
2
0
9

7
0
9

4
6
1

3
2
3

9
5

4
3

9
1

2
8
5
2

1
7
.8

総
計

2
6
0
4

1
3
2
9

9
6
1

5
7
9

1
8
2

8
5

1
8

1
5
7
6
2

1
6
.9

D
5
0
～

D
8
9

Ⅲ
　

　
　

血
液

及
び

造
血

器
の

疾
患

  
  
  
  
  
 並

び
に

免
疫

機
構

の
障

害

2
0
2
4
年

度
　

国
際

疾
病

分
類

　
大

分
類

別
・
在

院
日

数
別

・
性

別
　

統
計

（
入

院
）

A
0
0
～

B
9
9

Ⅰ
　

　
　

感
染

症
及

び
寄

生
虫

症

C
0
0
～

D
4
8

Ⅱ
　

　
　

新
生

物

E
0
0
～

E
9
0

Ⅳ
　

　
　

内
分

泌
、

栄
養

及
び

  
  
  
  
  
 代

謝
疾

患

F
0
0
～

F
9
9

Ⅴ
　

　
　

精
神

及
び

行
動

の
障

害

G
0
0
～

G
9
9

Ⅵ
　

　
　

神
経

系
の

疾
患

H
0
0
～

H
5
9

Ⅶ
　

　
　

眼
及

び
付

属
器

の
疾

患

H
6
0
～

H
9
5

Ⅷ
　

　
　

耳
及

び
乳

様
突

起
の

疾
患

I0
0
～

I9
9

Ⅸ
　

　
　

循
環

器
系

の
疾

患

J
0
0
～

J
9
9

Ⅹ
　

　
　

呼
吸

器
系

の
疾

患

K
0
0
～

K
9
3

Ⅹ
Ⅰ

　
　

消
化

器
系

の
疾

患

L
0
0
～

L
9
9

Ⅹ
Ⅱ

　
　

皮
膚

及
び

皮
下

組
織

の
疾

患

M
0
0
～

M
9
9

Ⅹ
Ⅲ

　
　

筋
骨

格
系

及
び

結
合

組
織

の
  
  
  
  
  
  
疾

患

N
0
0
～

N
9
9

Ⅹ
Ⅳ

　
　

腎
尿

路
生

殖
器

系
の

疾
患

O
0
0
～

O
9
9

Ⅹ
Ⅴ

　
　

妊
娠

、
分

娩
及

び
産

褥

P
0
0
～

P
9
6

Ⅹ
Ⅵ

　
　

周
産

期
に

発
生

し
た

病
態

Q
0
0
～

Q
9
9

Ⅹ
Ⅶ

　
　

先
天

奇
形

、
変

形
及

び
染

色
  
  
  
  
  
  
体

異
常

R
0
0
～

R
9
9

Ⅹ
Ⅷ

　
　

症
状

、
徴

候
及

び
異

常
  
  
  
  
  
  
臨

床
所

見
・
異

常
検

査
所

見
  
  
  
  
  
  
で

他
に

分
類

さ
れ

な
い

も
の

総
数

S
0
0
～

T
9
8

Ⅹ
Ⅸ

　
　

損
傷

、
中

毒
及

び
そ

の
他

の
  
  
  
  
  
  
外

因
の

影
響

U
0
0
～

U
8
9

Ⅹ
Ⅹ

Ⅱ
　

特
殊

目
的

用
コ

ー
ド

Z
0
0
～

Z
9
9

Ⅹ
Ⅹ

Ⅰ
　

健
康

状
態

に
影

響
を

  
  
  
  
  
  
 及

ぼ
す

要
因

及
び

  
  
  
  
  
  
 保

健
サ

ー
ビ

ス
の

利
用
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コ
ー
ド

国
際
疾
病
分
類

対
象

呼
吸
器

循
環
器

消
化
器

腎
臓

糖
尿
病

血
液

皮
膚
科

泌
尿
器
科

歯
科

睡
眠

ナ
イ
ト

ベ
ッ
ド

小
児
科

外
科

脳
外
科

産
婦
人
科

眼
科

整
形
外
科

新
生
児

総
数

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
2

0
0

1
4

0
3
6

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
0

0
7

0
1
1

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
6

0
0

2
1

0
4
7

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
6
7

0
0

1
6
7

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5
6

0
0

1
5
6

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
2
3

0
0

3
2
3

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

男
0

0
8

2
3

0
0

0
0

0
0

0
0

1
4

0
0

0
1

0
4
6

女
0

0
1

1
9

0
0

0
0

0
0

0
0

1
7

0
1

0
0

0
3
8

総
計

0
0

9
4
2

0
0

0
0

0
0

0
0

3
1

0
1

0
1

0
8
4

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

0
0

0
0

0
6

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

0
0

0
0

0
6

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
2

0
0

0
0

0
1
2

男
0

0
0

2
0

0
0

1
0

0
0

0
1
8
0

0
0

0
0

0
1
8
3

女
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1
0
7

0
0

0
0

0
1
0
8

総
計

0
0

0
2

0
0

0
2

0
0

0
0

2
8
7

0
0

0
0

0
2
9
1

男
0

1
0

0
0

0
0

1
2
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
2
8

女
0

0
0

0
0

0
0

4
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
3

総
計

0
1

0
0

0
0

0
1
7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
7
1

男
0

0
0

0
0

0
0

1
0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0
2

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

総
計

0
0

0
0

0
0

0
1
0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0
2

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

女
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
1
2
1

0
0

0
1
2
3

総
計

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

1
2
1

0
0

0
1
2
3

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
4

0
0

0
4
4

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
4

0
0

0
4
4

男
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
1
7

0
2
1
7

女
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
4
2

0
3
4
2

総
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
5
9

0
5
5
9

男
0

0
0

0
0

0
2

1
0

0
0

0
1

0
0

0
1
4

0
1
8

女
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
4
7

0
0

0
5

0
5
3

総
計

0
0

0
1

0
0

2
1

0
0

0
0

4
8

0
0

0
1
9

0
7
1

男
0

0
0

1
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
1

女
0

0
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

総
計

0
0

0
1

0
0

0
2
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
7

男
0

1
8

2
6

0
0

2
2
5
1

0
0

0
0

2
0
1

2
2

0
1
6
7

2
4
6

0
9
2
4

女
0

0
1

2
0

0
0

0
5
2

0
0

0
0

1
7
7

4
1
6
6

1
5
6

3
5
4

0
9
3
0

総
計

0
1

9
4
6

0
0

2
3
0
3

0
0

0
0

3
7
8

2
6

1
6
6

3
2
3

6
0
0

0
1
8
5
4

8
7
～
9
9

Ⅹ
Ⅵ

　
多
方
面
の
診
断
的
治
療
的
処
置

総
数

7
2
～
7
5

Ⅹ
Ⅲ

　
産
科
的
処
置

7
6
～
8
4

Ⅹ
Ⅳ

　
筋
骨
格
系
へ
の
手
術

8
5
～
8
6

Ⅹ
Ⅴ

　
外
皮
組
織
へ
の
手
術

5
5
～
5
9

Ⅹ
　
　
尿
路
系
へ
の
手
術

6
0
～
6
4

Ⅹ
Ⅰ

　
男
性
性
器
へ
の
手
術

6
5
～
7
1

Ⅹ
Ⅱ

　
女
性
性
器
へ
の
手
術

3
5
～
3
9

Ⅶ
　
　
心
血
管
系
へ
の
手
術

4
0
～
4
1

Ⅷ
　
　
血
液
系
及
び
リ
ン
パ
系
へ
の
手
術

4
2
～
5
4

Ⅸ
　
　
消
化
器
系
へ
の
手
術

1
8
～
2
0

Ⅳ
　
　
耳
へ
の
手
術

2
1
～
2
9

Ⅴ
　
　
鼻
、
口
お
よ
び
咽
頭
へ
の
手
術

3
0
～
3
4

Ⅵ
　
　
呼
吸
器
系
へ
の
手
術

0
8
～
1
6

Ⅲ
　
　
眼
へ
の
手
術

2
0
2
4
年

度
　
手

術
分

類
　
大

分
類

別
・
診

療
科

別
・
性

別
　
統

計
（
入

院
）

0
1
～
0
5

Ⅰ
　
　
神
経
系
へ
の
手
術

0
6
～
0
7

Ⅱ
　
　
内
分
泌
へ
の
手
術


